
広報

(8/29・大村競艇場〉
「よみガえれ琴のw.湾CUP'93・Inおおむ
ら」ガ8月29日¥大村競艇場を会場に行われ¥
約2，000人の人出でにぎわいましだ。
大村湾にじかに触れ¥そこから環境問題を考
えるとともに¥マリーンスポーツの発展¥観光開 ( 
発をしようと¥大村商工会議所有年部ガ昨年か
ら始めだイベント。
手作りのいかだによる耐久イ力ダレース¥島
渡りレース¥大村湾に関する問題に挑戦しだY
ES . NO~イズ\ジェットスキー試乗会\大
声大会など¥多彩な催しに盛んな声援が送られ
ていましだ。
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本

ポ
ル
ト
ガ
ル

日

-2 -

今
年
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
種
子
島
に
上
陸
し
て
ち
ょ

う
ど

4
5
0
年
に
あ
た
り
、
こ
れ
を
記
念
し
て
、
ポ
ル

ト
ガ
ル
な
ら
び
に
日
本
の
関
係
各
地
で
、
記
念
事
業
が

計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
村
で
も
次
の
よ
う
な
事
業
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

マ
カ
オ
政
府
か
ら
大
村
市
ヘ

南
蛮
船
模
型
寄
贈

記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
領

マ
カ
オ
政
府
か
ら
大
村
市
へ
、
南
蛮
船
模
型
が

寄
贈
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
大
村
市
の
歴
史
博
物
館
建
設
計
画

を
知
っ
た
マ
カ
オ
政
府
か
ら
、
そ
の
展
示
資
料

と
し
て
寄
贈
さ
れ
る
も
の
で
す
。

マ
カ
オ
は
4
5
0
年
前
か
ら
、
ポ
ル
ト
ガ
ル

の
対
日
貿
易
の
拠
点
と
し
て
栄
え
、
長
崎
(
当

時
大
村
領
)
な
ど
に
入
港
し
た
南
蛮
船
は
、
こ

こ
か
ら
や
っ
て
き
ま
し
た
。

天
正
少
年
使
節

一
行
も
マ
カ
オ
に
立
ち
寄
り
、

そ
の
う
ち
の
1
人
、
原
マ
ル
チ
ノ
は
マ
カ
オ
に

大村市に寄贈される南蛮船模型。

ポルトガルが大航海に乗り出した

ころのもの。

サラベスタ・ダ・コスタ氏 (マカオ文

化観光局副長官〉ほか8人の代表団ガ訪
問。

日時 10月4日(月)、 午後3時
場所市立史料館

商習脳蕗華描量お

追
放
さ
れ
る
な
ど
、
大
村
市
と
の
歴
史
的
な
つ

な
が
り
は
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

マ
カ
オ
か
ら
は
過
去
2
回
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
海

軍
練
習
帆
船
ロ

i
シ
ャ
・
マ
カ
オ
号
が
大
村
に

入
港
し
、
ま
た
マ
カ
オ
展
の
開
催
や
民
族
舞
踊

団
が
派
遣
さ
れ
る
な
ど
、
大
村
市
と
の
文
化
交

流
が
あ
っ
て
い
ま
し
た
。

船
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
が
大
航
海
に
乗
り
出
し
た

こ
ろ
の
も
の
で
、
コ
ロ
ン
ブ
ス
が
ア
メ
リ
カ
大

陸
発
見
に
使
用
し
た
も
の
と
ほ
ぼ
同
型
の
も
の
。

マ
カ
オ
に
住
む
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
に
よ
っ
て
製
作

さ
れ
た
初
分
の
1
の
模
型
で
、
長
さ
1
2
0号、

高
さ
1
0
5
号
、
幅
記
号
の
木
製
の
精
巧
な
も

の
で
す
。

こ
の
贈
呈
に
あ
た
り
、
マ
カ
オ
政
府
か
ら
代

表
団
が
大
村
市
を
訪
問
し
、
マ
カ
オ
大
学
教
授

に
よ
る
特
別
講
演
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

講師 歴史家ルイス'パレット氏(マ力

オ大学教擾〉

内容 「ボルト力、jしの発見の意義J

日時 10月4日(問、 午後4時
場所大村市民会館大会議室

入場料無料

持測量議溺会

南蛮漆器・聖寵

商

蜜

文

化

忌

な
ん
は
ん
し
つ

き

な
ん
ぱ
ん
ひ
ょ
う
ぶ

主
な
出
口
∞
物

南
蛮
漆
器
¥
南
蛮
昇
風
、
少
年

使
節
肖
像
画
¥
イ
エ
ズ
ス
会
総
長
宛
て
大
村
純

忠
書
状
¥
キ
リ
シ
タ
ン
関
係
資
料
な
ど
。

南
蛮
漆
器
は
資
料
の
保
存
上
、
年
に
A

ー
か
月

程
度
し
か
展
示
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
機
会
に
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

期

間

旬

月

4
日
間
j
げ
日
制
ま
で
、
午
前

9

時

i
午
後

5
時

(
4日
は
午
後

3
時
か
ら
)

場
所
市
立
史
料
館

(
図
書
館
2
階
宮
⑧

4
1
9

7
9)
 

休
日

月
曜
、
火
曜
日
午
前
、
祭
日

入
場
料

無
料

問
い
合
わ
せ

社
会
教
育
課



広報おおむら平成5年10月号

きたる/芸術の秋
展示発表や舞台発表など

多くの催しを予定していま

すので¥皆さんあ誘い合わ

せのうえお越しください。

問い合わせ社会教育課

f市民会館会場1
市民いけばな展

10月 16日出・ 17日(日)

午前 10時~午後 5時

f市コミセン会場1
〈市一民奈一会〉

11月14日(日)

午前10時~午後 3時

祭

10月24日(日)

午後 1時30分開演

楽%1: Eヨ民市美術…震叩覧会、

芸…大 別会 ¥";0，..文
11月 1日(月)-----6日出

午前 9時~午後 6時
( 6日は午後4時まで)11月23日ω

午前 9時~午後 5時 祭術
宮古

~ 台舞

盆 一:栽附伊 ~展 、、

f 

三合
(:¥ '( 

e 三三l<

i青島ー

11月28日(日)

(時間未定)

11月 1日(月)-----6日(士)

午前 9時~午後 6時
( 6日は午後4時まで)

11月13日出・ 14日(日)

午前 9時~午後 5時

γ寒一一蘭一い
¥ 

のと正なま 移島復に が都調
偉と隆つれ天設 2元置 当実 等査
大も 。た、保さ丁中か分現とで
さに顕大明 9れ目のれのしの分
を、彰村治年る)楠て間た交か
感新碑出 35_____予が本あ、も渉つ
じたの身年 1定整正り市ののた
まめ里の、 8で備隆まコで結も 幕末の倒幕運動に加わり三十七士の?人とし

て通守警護;て完長主主て実写て活躍¥明治時代¥新潟県令(知事〉¥東京府
本を家で) 次跡、ン 皇、知事¥衆議院議長などを歴任した大村藩出身の
正喜楠亡に第(現敷帰東 町 t づ

隆ぶ本く生 、玖在地 り京楠本正隆の顕彰碑力¥」のほど里帰りしました。

楠
本
正
隆
の
顕
彰
碑

う
れ
し
い
里
帰
。

川

顕
彰
碑
は
、
明
治
幻
年
、
東
京

山
の
有
志
ら
に
よ
り
東
京
都
港
区
の

山
芝
公
園
に
建
立
さ
れ
た
も
の
で
、

H

碑
に
は
楠
本
正
隆
の
履
歴
な
ど
が

山
彫
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

山

長
さ
6
・5
灯
、
幅
2
・河川州、

H

厚
さ
約
mw
号
、
重
さ
は
約
ロ
・

5

山
p
ン
の
碑
で
す
が
、
ほ
ぼ
中
央
か
ら

山
折
れ
て
お
り
、
地
震
あ
る
い
は
戦

H

災
で
割
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
み

H

ら
れ
て
い
ま
す
。

山

こ
の
碑
の
存
在
は
、
大
村
市
出

山
身
で
組
織
す
る
東
京
の
歴
史
研
究

山
グ
ル
ー
プ
「
肥
前
を
探
る
会
」
の

里帰りしてきた楠本正隆の顕彰碑(市コミセン)



すべて鋭蝿園都岱総ωます大村市役所は

いよいよ10月から

=皆様のご理解とご協力をお願いします=

⑥10月1日から、平日は5時15分まで業務を行います。

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

〈今までどおり土曜日も業務を行うところ〉

清掃課¥大村市斎場¥競艇事業部、市民会

館¥清和圏、坂口浄水場¥野岳公園管理事務

所¥図書館¥コミセン¥公民館¥市民体育館¥

市民ブール¥屋内ブール¥武道館¥保育所

※婚姻・出生・死て届やi里火葬許可書の発行

業務は¥本庁当直室で行います。

(詳しくは¥ご利用の窓口へお尋ねください〉

p
o
o
p
o
o
p
o
o
p
o
o
p
o
o
p
o
o
p
o
o
p
o
o
p
o
o
p
o
d
 

ぐi三市立病院の外来診療両
・休診二第1 第3以外の土曜日
・第k 第3主曜日は¥内科・外料・
整形外科 ・小児料の新患および¥応

急処置を必要とする患者さんのみ外

来診療は行います。

・休診日については叔急外来をご利

用ください。

・人工透析は今ぎでどおり行います。

社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局

高
齢
者
無
料
職
業
紹
介
所

す
べ
て
の
土
曜
日
、
ガ
休
み
に
な
り
ま
す

も
叩
月
よ
り

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

閉庁についてのご質問等は人事課(内線272)へお尋ねください。

大村少年使節

親交深め帰国
現時aへ
-lii~息~

ナザレ圏のおばあさんたちと親しく交

流を交わす少年使節 (8/25・慶州)

8月23日から韓国を訪問していた

「韓国国際交流大村少年使節団・ 29

人」が、同27日帰国しました。

この韓国への派遣は、平成3年発

足した尉)大村国際交流協会が、お互

いの交流を図り親交を深めようと実

施しているもので、今回で3回目、

中学・高校生の男女21人が少年使節

として参加しました。

少年使節団は、釜山での地元学生

との交流会でゲームを楽しんだり、

グループで公園を散策するなどして

友情の和を広げ、慶州のナザレ園で

は、日本人であるおばあさん方と歌

や踊りで楽しい時間を過ごしました。

また、今年2月に開設された「長

崎県ソウル事務所」も訪問するなど

有意義なときを送り、全員元気に帰

国。そこには、明日を担う国際人と

して成長した姿がうかがわれました。

ー孟ーーー

ー
主
婦
の
声
を
行
政
ヘ

j

9
月
2
日
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
で
一
日
婦
人
議
会
が
聞
か

れ
た
。
朝
か
ら
の
雨
に
も
か
か
わ

ら
ず
1
7
0
人
も
の
熱
心
な
ご
婦

人
の
参
加
が
あ
っ
た
。

こ
の
婦
人
議
会
は
今
か
ら

7
年

ほ
ど
前
に
、
大
村
生
活
学
校
の
主

催
に
よ
っ
て
始
ま
っ
た
も
の
で
あ

る
。
そ
の
目
的
は
、
地
方
自
治
行

政
の
学
習
を
通
し
て
、
明
る
く
住

み
よ
い
、
ふ
れ
あ
い
の
あ
る
豊
か

な
町
づ
く
り
に
積
極
的
に
参
加
す

る
こ
と
に
あ
る
と
い
う
口

生
活
学
校
が
毎
年
呼
び
か
け
て

い
る
婦
人
団
体
は
、
連
合
婦
人
会
、

母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
、
民
生
児

童
委
員
婦
人
部
、
農
協
婦
人
部
、

大
村
市
長

松

本

崇

商
工
会
議
所
婦
人
会
、
更
生
保
護

婦
人
会
、

P
T
A
母
親
部
会
な
ど

で
あ
る
。

当
日
は
、
正
副
議
長
を
選
出
し

た
あ
と
、
こ
れ
ら
の
団
体
の
時
人

の
議
員
の
、
っ
ち
8
人
が
登
壇
さ
れ
、

私
は
じ
め
各
部
長
に
鋭
い
質
問
の

矢
が
向
け
ら
れ
た
。

先
ず
、
ご
み
問
題
に
始
ま
っ
て
、

簡
易
浄
化
槽
設
置
問
題
、
環
境
問

題
、
老
人
福
祉
対
策
、
駅
前
駐
輪

場
、
バ
ス
停
の
屋
根
設
置
等
々
ま

さ
に
生
活
に
密
着
し
た
も
の
ば
か

り
だ
っ
た
。

台
所
の
主
婦
の
目
、
街
を
歩
く

生
活
者
の
目
で
、
厳
し
さ
の
中
に

も
女
性
な
ら
で
は
の
き
め
細
か
い

視
点
で
の
質
問
が
続
い
た
。
何
よ

り
も
感
心
し
た
の
は
、
日
ご
ろ
か

ら
実
に
よ
く
勉
強
し
て
お
ら
れ
、

わ
ず
か
8
分
の
持
ち
時
間
の
中
で

論
旨
を
よ
く
ま
と
め
て
お
ら
れ
た

こ
と
だ
っ
た
。

そ
こ
で
、
毎
年
、
模
擬
議
会
と

い
え
、
本
も
の
の
市
議
会
以
上
に

緊
張
し
汗
だ
く
の
答
弁
に
大
わ
ら

わ
と
な
る
。
過
去
数
年
間
に
こ
の

婦
人
議
会
で
提
案
、
要
望
さ
れ
た

も
の
の
う
ち
、
市
議
会
の
ご
理
解

と
ご
同
意
を
得
て
実
現
を
み
た
も

の
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。

例
え
ば
、
長
年
の
懸
案
だ
っ
た

「
婦
人
の
家
」
「
愛
の
鐘
」
を
は
じ

め
、
重
げ
病
院
外
来
ト
イ
レ
の
ナ
l

ス
コ
ー
ル
設
置
、
米
飯
給
食
の
拡

大
、
近
く
実
施
予
定
の
中
地
区
公

民
館
の
駐
車
場
増
設
な
ど
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
今
年
8
月
、
細
川

新
内
閣
が
発
足
し
3
人
も
の
女
性

大
臣
が
誕
生
。
さ
ら
に
憲
政
史
上

-4 -

初
の
女
性
衆
議
院
議
長
の
登
場
な

ど
、
全
国
的
に
話
題
を
よ
ん
だ
。

女
性
市
長
も
二
人
ほ
ど
活
躍
し
て

お
ら
れ
る
。

地
方
議
会
に
も
、
女
性
の
目
、

主
婦
の
感
覚
と
立
場
で
発
言
さ
れ

る
本
も
の
の
議
員
が
、
一
人
で
も

多
く
進
出
さ
れ
る
の
を
期
待
す
る

の
は
私
ひ
と
り
で
は
な
か
ろ
う
。

一
日
婦
人
議
会
で
答
弁
す
る

松
本
市
長

(
9
/
2
・
市
コ
ミ
セ
ン



国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
ヘ

受
げ
て
ま
す
か
?
健
康
診
断

頭
が
重
い
、
胃
が
痛
む
、
か
ら

だ
が
だ
る
い
な
ど
の
自
覚
症
状
が

あ
っ
て
は
じ
め
て
医
師
を
訪
れ
る

人
が
多
い
の
で
す
が
、
病
気
に
よ
っ

て
は
、
か
な
り
進
行
し
な
い
と
自

覚
症
状
が
で
な
い
も
の
も
あ
り
ま

す
。
と
く
に
成
人
病
の
よ
う
に
除
々

に
病
気
が
進
む
も
の
は
、
長
い
あ

い
だ
そ
の
病
気
の
進
行
に
気
づ
か

な
い
こ
と
が
多
い
の
で
す
。
と
き

と
し
て
気
づ
い
た
と
き
に
は
、
す

で
に
手
お
く
れ
で
あ
る
こ
と
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

「
健
康
」
だ
と
、
自
分
で
感
じ
て

い
る
と
き
か
ら
定
期
的
に
健
診
を

受
け
、
早
期
発
見
に
つ
と
め
ま
し
ょ

平成5年10月号広報おおむら

巡回行政相談へどうぞ

いなどの不満や疑問がある方、お気軽に

ご棺談ください。

巡回仔政相談日程
う
。
ま
た
健
診
の
目
的
は
病
気
の

発
見
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
か

ら
だ
の
機
能
を
調
べ
、
健
康
を
維

持
さ
せ
る
と
い
う
ね
ら
い
も
あ
り

ま
す
。
自
分
の
た
め
に
も
、
家
族

の
た
め
に
も
、
年
に
1
度
は
健
診

を
受
け
て
健
康
守
つ
く
り
に
役
立
て

ま
し
ょ
、
っ
。

今
月
は
7
月
に
か
か
っ
た
医
療

費
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ご
不
明
な
点
は
、
保
険
年
金
課

保
険
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

'
A

，
 

y
f
 u
 

也

急
d
p
A
V
 

お
啄

J

落占
や行政相談委員

松本健次
( ft53~0155) 
西川美盛
(宮53-1341)
森 上枝
(宮52-6744)

午前9時30分~12時まで時間

※相談は無料で秘密は守られます

/後シ JR大村線「臨時列車J
くヲヶ/松属ー制凶認巴も信事
しています=ご利用くだ、さい=

長崎行 (1快速〉く巴躍 ・祝日等は運休〉

松原駅(7:17発〉→竹松駅(7:23発〉→
大村駅(7:27発〉→長崎駅 (8:37善)
※諌早乗り換えの場合¥長崎駅(8:16着〉

国
民
年
金
広
報
活
動
の

一
環
と

し
て
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

一ア

i
マ
・
国
民
年
金
制
度
を
周

知
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の

-
世
代
間
の
ふ
れ
あ
い
、
働
く
姿
、

明
る
い
家
庭
、
楽
し
い
子
供
た
ち
、

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
妻
の
フ
レ
ッ
シ
ュ

な
生
活
ぶ
り
、
幸
せ
な
老
後
の
生

活
風
景
、
年
金
積
立
金
還
元
融
資

施
設
の
光
景
な
ど

サ
イ
ズ
キ
ャ
ビ
ネ
サ
イ
ズ
以
上

回
切
ま
で
(
カ
ラ
I
、
白
黒
)

応
募
資
格
誰
で
も
応
募
で
き
ま

す
。
市
外
の
人
で
も
結
構
で
す
。

締
め
切
り
ロ
月
日
日
制

賞

推

薦

1
人
、
特
選
・
入
選
各

3
人
な
ど
多
数
(
出
品
者
全
員
に

参
加
賞
)

応
募
・
問
い
合
わ
せ

たくさんのご応募をお待ちします

第7回

OJlfelF.盆写真コンテスト

特選ボク怖いよ .1(昨年の写真コンテストより)
川鶴正保さん(片町)の作品

課
年
金
係

※
応
募
用
紙
は
保
険
年
金
課
、
市

内
の
各
カ
メ
ラ
庖
、
各
出
張
所

に
あ
り
ま
す
。

( ， 

県
も
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

募
集
中

テ
ー
マ
自
由
(
た
だ
し
、
人
物

に
限
り
ま
す
)

サ
イ
ズ
キ
ャ
ピ
、
不
サ
イ
ズ
以
上

回
切
ま
で
(
単
写
真
で
カ
ラ
l
、

学
生
は
白
黒
で
も
可
)

※
作
品
に
は
、
題
名
・
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
職
業
・
電
話
番
号

を
明
記
し
て
く
だ
さ
い

(
1
人

3
点
ま
で
)

締
め
切
り
口
月
1
日
開
必
着

応
募
・
問
い
合
わ
せ
県
国
民
年

金
課
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
係

(=lm

長
崎
市
江
戸
町
2
U
8
0
9
5

8
③
3
1
3
5
)
 

※
応
募
用
紙
は
、
保
険
年
金
課
窓

口
に
も
あ
り
ま
す
。

幻
世
紀

支
え
る
主
役
は
高
齢
者

H
m月
は

「
高
年
齢
者
雇
用
促
進
月
間
」
H

労
働
省
で
は
、
叩
月
を
高
年
齢

者
雇
用
促
進
月
間
と
定
め
「
幻
世

紀
、
支
え
る
主
役
は
、
高
齢
者
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
高
年
齢
者
の
雇

用
・
就
業
問
題
に
つ
い
て
、
事
業

主
の
方
々
を
は
じ
め
国
民
全
体
に

対
し
、
理
解
と
協
力
を
呼
び
か
け

る
な
ど
各
種
の
対
策
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

事
業
主
の
み
な
さ
ん
/

保
険
年
金

高
齢
化
社
会
を
む
か
え
、
若
年

労
働
者
の
不
足
に
備
え
、
高
年
齢

者
の
長
年
の
経
験
と
技
能
を
、
あ

な
た
の
職
場
に
活
か
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
各
種
の
助
成
措
置
も
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
ハ
ロ
l
ワ
l
ク
大

村

(

宮

@
2
1
0
1
)
へ
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

5 



カメラ

スポット

企一日婦人議員活躍 (9/2 .市コミセン〉

企清潔で住み良いF3f.三回アーケード〕

じら主主EZ主J11らも卑し¥7附じをと呼ひ

五:i長山田
f 

l

i

l

i

-

-

、

...鈴田コノさん 10 1歳

大村市で2番目の長寿者である鈴田コノさん

(龍平田-明治25年9月1日生まれ〉ガ101歳の

誕生日を迎えられ¥松本市長は9月7日¥自宅

を訪れ¥花束を贈り長寿を祝いました。

85歳{立までは震{乍業に従事¥また¥本を読む

のガ大好きという鈴田さん。現在は¥孫の茂雄

さんと同居されていますが¥目ガ遠い程度で極

めて元気だそうです。

松本市長ガ「これからもますますお元気で」

と励ますとく問手を合わせ¥お礼の慧を表わす

鈴田さんの笑顔ガとても臼豪的でした。

(9/1 .隆平町)

広報おおむら 平成 5年10月号

(
8
/勾

・
市
民
会
館
)

伝
承
芸
能
を
通
じ
¥
少
年
の
こ

こ
ろ
に
ふ
る
さ
と
を
と
¥
昭
和
弘

年
か
ら
岳
年
開
催
さ
れ
て
い
る
「

長
崎
県
子
ど
も
会
伝
承
芸
能
大
会

L

O

今
年
は

8
月
mu
臼
¥
大
村
市

民
会
館
で
開
か
れ
¥
大
村
¥
諌
早

両
市
の
太
鼓
や
一
浮
立
な
ど
ガ
披
露

さ
れ
ま
し
た
。

大
村
か
ら
は
¥
三
域
第
?
子
ど

も
会
の
コ
ニ
城
子
ど
も
太
鼓
L

と

大
村
龍
踊
り
保
存
会
の

寸大
村
龍

踊
り
子
供
龍
し、ガ
出
演
し
¥
百
く

か
ら
受
け
継
ガ
れ
て
い
る
郷
土
芸

能
を
披
露
。
一
生
懸
命
に
演
じ
る

子
供
だ
ち
に
¥
会
場
か
ら
盛
ん
な

声
援
が
送
ら
れ
ま
し
だ
。

4

司
少
年
の
こ
こ
ろ
に
ふ
る
さ
と
を

第

8
回
目
を
迎
え
た
「
一
日
婦
人
議
会
し
が

9
月

2
B
?
市
コ
ミ
セ
ン
で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
婦
人
議
会
は
¥
市
内
の
ア
婦
人
団
体
で
組
織

ず
る

J
人
村
生
活
学
校
(
川
里
利
子
会
長
)
し
ガ
主

催
し
た
も
の
で
¥
会
場
に
は
市
長
を
は
じ
め
市
関
係

者
¥
市
議
会
議
員
¥
民
生
児
童
委
員
¥
会
員
な
ど
約

ペ

|
7
0人
ガ
出
席
し
ま
し
た
。

議
会
で
は
¥
生
ゴ
ミ
¥
百
紙
¥
空
ビ
ン
な
ど
の
省

資
源
化
¥
簡
易
浄
化
槽
設
置
の
強
化
な
ど
環
境
問
題

に
関
す
る
こ
と
か
ら
¥
福
祉
問
題
¥
交
通
問
題
な
ど

つ
ぎ
つ
ぎ
に
出
さ
れ
る
質
問
に
¥
松
本
市
長
や
各
部

長
、
ガ
¥
現
状
説
明

・
今
後
の
対
策
な
ど
を
真
険
に
答

弁
し
ま
し
た
。

炉生涯スポーツとして人気

(9/12.市民体育館〉

石内25チ ムガ参加しだ
「市民インテ、イ戸力大会」ガ

9月12日¥市民俸育館で仔わ
れましだ。

生涯スポーツとして人気を

呈してきだ軽スポーツ。イン

アィ戸力もそのひとつで¥年

々盛んになっています。

大会には¥一般の男子 ・女子¥そして中学生チームも参加¥和気あい

あいのプレーに館内で、は盛んな歓声ガ響き渡っていましだ。

』
F

九
州
の
若
者

6
0
0
人
集
う

(
8
/お

・
野
岳
湖
公
園
キ
ャ
ン
プ
場
)

九
州
各
地
の
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で
活
動
す

る
若
者
、
ガ
¥

一
向
に
集
つ
て
の
寸
九
州
地
区
勤

労
青
少
年
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
大
会
し
、
ガ

8
月
お
-

m日
の
雨
日
¥
野
岳
湖
公
園
キ
ャ
ン
プ
場
で
行

わ
れ
ま
し
だ
。

〈王
九
州
の
働
く
青
少
年
の
親
睦
と
連
帯
意
識

を
高
め
よ
う
と
¥
昭
和
白
年
か
ら
始
め
ら
れ
て

い
る
も
の
で
¥
こ
の
日
は
¥
日
ホ
ー
ム
な
ど
か

ら
約

6
0
0人
ガ
参
加
。

参
加
者
は
¥
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
テ
ン
ト
設
営
¥

夕
食
な
ど
の
後
¥
一
俊
は
キ
ャ
ン
プ
フ
戸
イ
ヤ
i
¥

郷
土
芸
能
の
披
露
な
ど
を
楽
し
み
¥
お
互
い
の

親
睦
を
深
め
ま
し
だ
。

おもいやりであったか空間

あなたもできる

ボランティア活動

=シリーズ7=

今
日
、
私
た
ち
は
、
二
疋
の
経

済
的
な
豊
か
さ
を
実
現
し
、
ゆ
と

り
あ
る
生
活
や
生
き
が
い
の
追
求

と
い
う
よ
う
な
生
活
の
重
視
、
地

域
社
会
へ
の
参
加
や
自
己
実
現
と

い
う
よ
う
な
、
新
し
い
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
を
求
め
る
よ
う
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
意
識
の
変
化
に
よ
っ

て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
参
加

さ
れ
る
方
が
増
え
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
す
る
場

合
に
必
要
な
こ
と
は
:
:
:
:
.

み
れ
ぬ
い
@
も
を

錆
識
に

土
地
調
査
世
帯
調
査
に

ご
協
力
を

日
月
1
日
現
在
で
、
全
国

一
一斉

に
土
地
基
本
調
査
世
帯
調
査
が
行

わ
れ
ま
す
。

調
査
結
果
は
、
我
が
国
の
土
地

政
策
を
的
確
に
実
施
す
る
た
め
の

お
年
寄
り
に
対
し
て
九

①
お
年
寄
り
は
、
体
力
が
衰
え
て

も
貴
重
な
人
生
の
経
験
者
と
し

て
、
敬
愛
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
大
切
な
先
輩
で
す
。

ど
ん
な
と
き
も
、
お
年
寄
り

の
味
方
に
な
り
、
話
を
聞
い
て

く
れ
る
人
、
世
話
を
し
て
く
れ

る
人
が
信
頼
さ
れ
ま
す
。

信
頼
が
あ
っ
て
初
め
て
心
の

ふ
れ
あ
い
が
生
ま
れ
ま
す
。
押

し
つ
け
が
ま
し
い
話
や
、
指
図

を
す
る
と
心
を
と
ざ
し
ま
す
。

②
お
年
寄
り
は
、
待
つ
こ
と
が
苦

手
で
す
。
何
を
望
ん
で
い
る
か

す
ば
や
く
察
し
て
、
か
ゆ
い
と

こ
ろ
に
手
が
と
ど
く
細
や
か
な

心
づ
か
い
が
大
切
で
す
。

③
苦
し
み
ゃ
悩
み
を
、
め
ん
ど
う

ノが
ら
ず
に
聞
い
て
あ
げ
ま
し
ょ

う
。
話
す
こ
と
は
H

放
つ
u

に

通
じ
、
気
が
晴
れ
ま
す
。

④
お
年
寄
り
が
で
き
る
こ
と
は
、

な
る
べ
く
自
分
で
す
る
よ
う
に
、

何
か
新
し
い
こ
と
が
出
来
た
ら
、

一
緒
に
喜
び
励
ま
し
て
あ
げ
ま

し
ょ
、
っ
。

家
庭
の
仕
事
や
行
事
の
計
画

に
参
加
さ
せ
、
社
会
と
の
つ
な

が
り
を
持
た
せ
る
こ
と
も
大
切

で
す
。
自
分
が
役
に
立
つ
と
感

じ
る
こ
と
は
、
心
に
張
り
を
持

た
せ
ま
す
。

-6 -

4 

基
礎
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。

調
査
員
が
叩
月
下
旬
に
調
査
を
お

願
い
す
る
お
宅
に
伺
い
ま
す
の
で

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

第

9
次
漁
業
セ
ン
サ
ス
実
施

日
月
1
目
、
漁
業
セ
ン
サ
ス
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
海
面
や
内
水
面

の
漁
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る

た
め
、
全
国
の
漁
業
者
と
漁
業
関

連
業
者
の
皆
様
に
調
査
員
が
直
接

お
会
い
し
て
聞
き
取
る
も
の
で
、

い
わ
ば
、
漁
業
に
関
す
る
国
勢
調

(
い
/

/
が
/
お
米
の
出
荷
は

/
¢
農
協
ま
た
は

皆
さ
ん
が
生
産
し
た
お
米
は
、

食
糧
管
理
法
に
よ
り
指
定
を
受
け

た
農
協
な
ど
の
集
荷
業
者
が
取
り

扱
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
以
外
の
不
正
規
流
通
は
、

米
の
輸
入
自
由
化
阻
止
の
た
め
生

産
調
整
に
懸
命
に
取
り
組
ん
で
い

る
関
係
者
の
努
力
を
踏
み
に
じ
る

査
に
当
た
り
ま
す
。

調
査
結
果
は
全
国
、
各
地
域
の

実
情
に
応
じ
た
水
産
行
政
施
策
を

的
確
に
進
め
て
い
く
た
め
の
基
礎

資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。
関

係
者
の
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

行
為
で
あ
り
、
ひ
い
て
は
食
糧
管

理
制
度
の
崩
壊
に
も
つ
な
が
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。

お
米
は
全
量
、
農
協
(
ま
た
は

集
荷
組
合
)
へ
出
荷
・
販
売
し
ま

し
ょ
、
っ
。

(
長
崎
県
・
長
崎
米
穀
適
正
集
荷

一

推

進

協

議

会

)

一



今回は、クイズの問題

を小・中学生にも解答可

能なものにしていますの

で、家庭内で問題にチャ

レンジし、たくさんご応

募ください。

ヨ53ヰ棒も昏穆Y

|第 1間目

車に乗っている人は¥思いガ

けない衝突事故にそなえて¥車

内ではどのような姿勢でいるの

がよいでしょうか。

①シートベル トを着け、きちん

とした姿勢で着席している

②シートベルトを着けなくても、

ハンドルや座席の背もたれに

しっかりとしがみついていれ

ばよい

③シートベルトを着けなくても、

足でしっかりと踏ん張ってい

ればよい

|第3問 E

小学校に入学する前の子供ガ

車に乗るとき¥最も安全なのは

次のうちどれでしょうか。

①大人のひざの上にだっこする

②チャイルドシートを着けてす

わる

③そのまますわる

個

人

住

宅

建

設

資

金

利

子

補

給

金

の

申

請

を

/

|第2間目

ドライバーや聞手庸に乗る人

は¥シートベルトを着けるよう

決められていますガ¥次のうち

正しいのはどれでしょうか。

①高速道路を走るときだけ、必

ず着ける

②高速道路も一般道路も走ると

きは必ず着ける

③高速道路も一般道路も自分が

危険を感じたときに着ける

賞品 A賞…CDラジカセ40人

B賞…パーソナルカラーテレビ

(14型)40人
C賞…東京ディズ、ニーランドパ

スポート(4枚)50人

応募方法官製はがきに、希望

の賞品名、クイズの答、住所、

氏名、年齢、性別、職業、電話

番号を明記のうえ、腕日本交通

安全教育普及協会「シートベル

トクイズF係J(干106東京都港
区西麻布3-24-20)まで送付

してください。

応募期限 11月15日(月)

問い合わせ 総務課交通防犯係

市
で
は
、
個
人
住
宅
の
建
設
促
進
を
図
る
た

め
、
住
宅
建
設
資
金
の
融
資
を
利
用
し
て
個
人

住
宅
を
取
得
し
た
人
に
、
利
子
補
給
金
の
支
給

制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

次
に
該
当
す
る
人
は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

利
子
補
給
を
受
け
ら
れ
る
入

①
住
宅
建
設
資
金
の
融
資

(
8
0
0
万
円
以
上
)

を
受
け
、
市
内
に
自
ら
居
住
す
る
た
め
の
住
宅

の
新
築
(
居
住
し
た
こ
と
の
な
い
住
宅
の
購
入

を
含
む
)
お
よ
び
増
改
築
を
行
っ
た
人
。

②
住
宅
建
設
資
金
の
最
初
の
償
還
月
が
、
平
成

5
年
4
月
1
日
か
ら
6
年
3
月
白
日
ま
で
に
該

当
す
る
人
。

利
子
補
給
金
額
年
間
一
律
4
万
円

(1
か
年

限
り
)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

商
工
観
光
課

平成 5年秋の農作業

標準賃金が決まりました
(単位・円)

r 1人から 2人へ、そして…j
明日の親のための学級(妊婦教室)を聞きます

マーズ法・妊婦体操(実習)・入

浴のさせ方(実習)・幸せな出産

プラン・お父さん出番ですよ・素

敵なお母さんになるために・本と

の出会い・母乳で育てるために・

妊娠中の栄養の摂り方について・

調理実習など

募集人員 30人(定員になり次第

締め切ります)

受講料無料

申込方法電話またはハガキで、

中央公民館 (干 856幸町25~33市

コミセン内包@3161)へ申し

込んでください。

8 -

新婚さん、妊婦さん、これから

結婚される皆さんを対象にした内

容です。講師は、それぞれの専門

の先生が担当されますので、お気

軽にご参加ください。

、これからお父さんになる方々の

参加を歓迎します。

期間 10月 6 日 付。~ 11月 12 日倒

計8回

時間午後 1 時~ 4 時( 2回は午

後 6 時30分~8 時お父さん対象)

場所市コミセン

内容 ・妊娠中の保健・妊婦と歯

の健康・母子用品のそろえ方・ラ

手作業 当たi口l事ゆ主‘ 
男 5，000 

稲
女 4，200 り)し

ノーt

ザ五品り事食宇し

イノ 7 ， 000~8 ， 000 
メリ
機械

ダ

コ
ン
ノミ 9 ， 000~12 ， 000 
イ
ン

ノ、 /司、、

脱

俵 1り
/、ミ

350 ス
穀 タ

かん収み穫

1 

事食なし

男 5，000 
当た日

女 4，200 り 、、./

蓄
1 

事食な
男 5，000 

当た日

り し 女 4，200 、、./

話料

10 

当たa 6，00 0 ~ 6，5 0 0 

り

農業委員会問い合わせ



{可

平
成

6
年
度
入
学
予
定
児
童
の

就
学
時
健
康
診
断
を
実
施
し
ま
す

該
当
す
る
家
庭
に
は
、
健
康
診

断
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

対
象
昭
和
臼
年
4
月
2
日
j

日
年
4
月
1
日
生
ま
れ

問
い
合
わ
せ
学
校
教
育
課

学校名 実施日

主令 田 10月1日働

富の原小 10月5日(刈

大村小 10月6日側

放虎原小 10月7日(木)

旭が丘小 10月8日幽

松原 10月12日ω
萱 瀬 10月12日(刈

西大村小 10月14日(柑

一一 城小 10月15日幽一
東大村小 10月15日幽

一一 浦 10月19日(刈一
黒木小 10月19日ω
中 央小 10月21日(柑

竹松 10月27日制

福重 10月28日(柑

健康診断日程表

広報おおむら平成5年10月号

犬の宣鐸とH.犬績予防注射
生後91日以上の飼い犬は、 l年に 1回の登録と狂犬

病の予防注射を受けるよう義務づけられています。

平成5年度の登録がまだ済んでいない犬は、この機

会に必ず登録と狂犬病予防注射を受けてください。

犬のアンはかたづけ

放レ飼いはやめまレょう/

犬を飼育している人は、散歩中のフンは、必ずかた

づけてください。また、犬の放し飼いに対する苦情が

増えています。周辺に迷惑をかけないよう、必ずつな

いでください。

犬の登録・予防注射日程

( p------------------------------------ー・・噌. . . . . . . . . . 
-a 
a . 
Cア
A 

建
築
無
料
相
談
所
の

開
設

正、『事@信きま弘、』属
小学生による「夢の住まい」展

を行います。

そのほか、多彩な催しゃ、住宅・

建築の無料相談に応じますので、

お気軽においでください。

日時 10月24日(日)、午前10時~

午後4時

場所親和銀行大村支店前広場

問い合わせ建築課

建
築
物
の
新
築
・
増
改
築
の
手

続
き
、
聞
取
り
ゃ
内
外
装
に
関
す

る
こ
と
、
住
宅
の
修
繕
、
住
宅
金

登
録
手
数
料

(
1
頭

)
2
、
1
0
0
円

注
射
料
金

2
、
0
0
0
円

注
射
済
票
交
付
手
数
料

4
8
0
円

合
計

4
、
5
8
0
円

月日 時 間 実施場所

9 :30~ 9 :50 三 浦出張所

10 
10:10~10:30 鈴田出張所

月 11 :OO~ 12 :00 大村市役所
21 

体自) 
13:30~13 :45 萱瀬出張所

14:05~ 14:30 西大村コミセン

14:45~15:30 西大村出張所

10 
9 :30~ 9 :50 松原出張所

月 1O : 10 ~ 10:30 福重出張所
22 

(金日) 
10:50~ 11 :30 竹松出張所

13: 20~ 14: 20 大村保健所

融
公
庫
の
融
資
に
関
す
る
こ
と
な

ど
建
築
・
住
宅
の
全
般
的
な
相
談

に
応
じ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お

い
で
く
だ
さ
い
。

日
時
日
月
日
日
樹
、
午
前
日
時

j
午
後
4
時

場
所
市
役
所
1
階
ロ
ビ
ー

協

力

建

築
士
会
大
村
支
部

問
い
合
わ
せ
建
築
課

地
価
税
の

申
告
期
限
を
変
更

平
成
5
年
分
の
地
価
税
の
申
告

期
限
は
、
平
成
4
年
分
と
比
べ
次

の
と
お
り
変
わ
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。(
)
内
は
4
年
分

申
告
期
間
叩
月
1
日
j

日
月
1

日
(
日
月
日
日
j
ロ
月
日
日
)

税
率

0
・
3
%
(
0
・
2
%
)

納
期
限
日
月
1
日
お
よ
び

3
月

白
日
(
ロ
月
日
日
お
よ
び

3
月
白

日

)

(

諌

早

税

務

署

)

多額の浄財寄付・寄贈ありがとうござ、いました
貴
重
な
水
墨
画
を
寄
贈
さ
れ
た

一
瀬
春
郷
氏
同
(9
/
6
・
市
役
所
)

松本市長へ福祉基金を寄付

する福井幸代さん(右)

(8/21・市役所) ι1 

福井幸代さん(黒丸町〉

は8月21日¥市役所を訪れ¥

て夫義美さんの香典返しと

して、 福祉基金へ50万円を

寄付されましだ。

松本市長へ夏祭りの売上金

を寄付する春山美桔子さん

(右 (9/1'市役所)

(欄テムズ(春山美枝子社

長)Ict9月?目、市役所を

訪れ、夏祭りの売上金10 

O万1200円を寄げされ
まし芝。

大
村
市
出
身
で
、
日
本
画
家
の

一
瀬
春
郷
氏
(
本
名
一
春
駒
、
幻
歳
、

諌
早
市
天
満
町
)
は

9
月
6
日、

市
役
所
を
訪
れ
、
桜
島
暁
色
1
5

0
号、

萱
瀬
ダ
ム
日
号
の

2
点
の

貴
重
な
水
墨
画
を
寄
贈
さ
れ
ま
し

た
。地
域
文
化
向
上
の
た
め
に
と
寄

贈
さ
れ
た
も
の
で
、
当
分
の
聞
は

市
コ
ミ
セ
ン
に
展
示
、
将
来
は
、

建
設
が
予
定
さ
れ
て
い
る
歴
史
博

物
館
に
展
示
し
た
い
意
向
で
す
。

-9 -
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最
高
賞
の
県
知
事
賞

11 

日

本

画

H

江
口
武
志
さ
ん

(
諏
訪

2
丁
目
・

mu
歳
)

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
団
体
3
位

剣

道
H

永
岡
未
来
さ
ん

(
諏
訪

3
丁
目
・
げ
歳
)

7~ド，ν

福重さん家族(今富町)

なかよし家族

右
か
ら
、
フ
ジ
子
さ
ん
側
、
克
郎
さ
ん
M
M
、
祐
子
ち
ゃ
ん
帥
、
幸
子
ち
ゃ

ん
同
、
恵
美
ち
ゃ
ん
川
、
吉
子
さ
ん
M

刷
、
正
人
さ
ん
例

こ
の
ほ
ど
行
わ
れ
た
県
展
で
、

日
本
画
の
部
門
で
県
知
事
賞
を
受

け
ら
れ
た
江
口
さ
ん
。
専
門
は
油

絵
で
す
が
、
始
め
て
間
も
な
い
日

本
画
で
の
最
高
賞
に
、
「
戸
惑
い

と
驚
き
が
大
き
い
が
、
力
を
入
れ

た
作
品
だ
け
に
、
と
て
も
嬉
し
い
」

と
喜
ば
れ
る
、
ま
た
、
油
絵
で
も

入
選
さ
れ
て
お
り
、

2
部
門
で
の

入
賞
、
入
選
は
さ
す
が
で
す
。

高
校
時
代
か
ら
絵
に
興
味
を
持

ち
武
蔵
野
美
術
大
で
学
び
、
帰
郷

し
た
の
は

4
年
前
、
日
本
画
は
ま

だ
初
め
て
3
年
位
だ
そ
う
で
す
。

流
れ
る
よ
う
な
構
成
力
、
デ
ッ

サ
ン
力
な
ど
に
高
い
評
価
を
受
け

た
最
高
賞
の
「
ジ
ュ
リ
ア

1
ノ
の

• 
8
月
上
旬
行
わ
れ
た
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
で

3
位
に
な
っ
た
大
村
高
校

女
子
剣
道
部
。
主
将
の
永
岡
さ
ん

は
2
年
生
、
大
会
で
は
大
将
を
務

め
、
優
秀
選
手
に
も
選
ば
れ
た
。

3
位
入
賞
は
、
長
崎
県
勢
女
子

剣
道
で
は
初
の
快
挙
で
す
。

「
み
ん
な
が
励
ま
し
合
い
、
気

持
ち
が
一
つ
に
な
っ
た
」
と
、
大

会
を
振
り
返
る
永
岡
さ
ん
で
す
が
、

7
月
の
大
分
で
の
大
会
で
は
、
予

選
最
下
位
と
惨
敗
。
こ
れ
が
発
奮

の
き
っ
か
け
と
な
り
、
気
持
ち
を

新
た
に
し
て
望
ん
だ
玉
竜
旗
大
会

で
は

4
回
選
に
進
出
、
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
で
は
ベ
ス
ト
で
望
む
こ
と
が

で
き
た
と
の
こ
と
で
す
。

一£
f・

f
，
γ

増
や

-

t
d

ir

J

P

，
 

正:f

軍司令叩~~•• 

r-..; 

わ
た
し
の
か
ぞ
く
は

7
人
か
ぞ

く
で
す
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
と
お
か
あ
さ
ん
は
、
い
ち
ご
を

つ
く
っ
て
い
ま
す
D

お
と
う
さ
ん

は
つ
と
め
に
で
て
い
ま
す
。

で
も
、
や
す
み
の
と
き
は
、
お

て
つ
だ
い
を
し
ま
す
。

ロ
月
に
な
る
と
、
い
ち
ご
が
あ

か
く
な
る
の
で
た
の
し
み
に
し
て

い
ま
す
。
そ
の
と
き
は
、
わ
た
し

た
ち
も
は
こ
を
つ
く
っ
た
り
、
パ
ッ

ク
に
セ
ロ
ハ
ン
を
は
っ
た
り
し
て

お
て
つ
だ
い
を
し
ま
す
。

(
え
み
)

あ
る
静
物
」
。
静
ひ
つ
な
中
に
、

あ
っ
た
か
で
深
み
の
感
じ
ら
れ
る

み
ご
と
な
作
品
で
す
。

「
静
か
で
、
深
く
、
味
わ
い
の

あ
る
作
品
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

る
」
と
話
さ
れ
る
江
口
さ
ん
、
人

物
・
静
物
・
風
景
と
幅
広
い
分
野

に
挑
戦
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
、

中
央
で
の
白
日
会
展
で
は

2
度
入

選
、
市
展
、
県
展
で
も
数
々
の
賞

を
受
け
て
お
ら
れ
ま
す
。

現
在
、
諌
早
の
中
学
校
の
美
術

教
師
、
筆
を
手
に
す
る
の
は
ほ
と

ん
ど
深
夜
に
か
け
て
だ
そ
う
で
す

が
、
す
で
に
、
新
た
な
作
品
へ
向

け
て
の
構
想
が
た
て
ら
れ
て
い
る

よ
う
で
す
。

ま
た
、
選
手
は
ほ
と
ん
ど

1
j

2
年
生
コ
ン
ビ
で
す
が
、
つ
い
先

お
お
あ
さ
き

般
佐
賀
で
行
わ
れ
た
「
大
麻
旗
」

で
も
優
勝
を
成
し
遂
げ
て
い
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
背
景
に
は
、

3
年

前
か
ら
監
督
を
さ
れ
て
い
る
馬
場

先
生
の
存
在
も
見
逃
せ
ま
せ
ん
D

指
導
力
に
は
定
評
が
あ
り
、
選
手

た
ち
か
ら
絶
対
的
な
信
頼
を
得
て

い
ま
す
。

周
囲
が
剣
道

一
家
と
い
う
中
で

育
っ
た
永
岡
さ
ん
。
小
学
3
年
の

と
き
自
ら
志
願
し
て
剣
道
を
始
め

た
そ
う
で
す
が
、
今
が

一
番
充
実

の
と
き
、
永
岡
さ
ん
の
心
は
、
も

う
来
年
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
標
準

を
合
わ
せ
て
い
る
よ
う
で
す
。

高( ) 

J仲わ-

~宅 ふ

一一一こちら自由席

きちの着付UクJIJーフ

nu 
'
E
A
 

女
性
が
集
ま
っ
て
こ
の
グ
ル
ー
プ

が
で
き
ま
し
た
。

足
袋
・
下
着
の
っ
け
方
・
着
付

け
・
帯
結
び
と
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分

の
べ

l
ス
で
練
習
し
て
い
ま
す
。

時
に
は
、
お
し
ゃ
べ
り
し
た
り
、

教
え
合
っ
た
り
と
楽
し
く
学
び
合
っ

て
い
ま
す
口

「
き
も
の
」

っ
て
い
い
な
あ
と

思
わ
れ
た
と
き
、
こ
の
グ
ル
ー
プ

を
の
ぞ
い
て
み
て
く
だ
さ
い

口
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

定
例
会
毎
月
第
2
・
4
水
曜
日

午
前
日
時
i
ロ
時

場

所

中

地
区
公
民
館
和
室
e

講
師
団
川
ト
ヨ
子
先
生

連
絡
先

井
石
(
包
(
ω
4
3
2
4
)

き
も
の
姿
の
女
性
・
:
や

っ
ぱ
り

素
敵
で
す
ね
。
日
本
女
性
の
や
さ

し
さ
・
芯
の
強
さ
を
引
き
立
た
せ

て
い
る
よ
う
で
す
。

生
活
も
洋
式
化
し
、
き
も
の
を

着
る
機
会
が
少
な
く
な
っ
て
き
ま

し
た
か
ら
、
な
お
さ
ら
そ
う
思
え

る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

H

ふ
だ
ん
で
も
き
も
の
を
着
こ

な
す
こ
と
が
で
き
た
ら
u

と
思
う

4 ~ "I 

適
切
な
判
断
と
迅
速
な
処
置
で
尊
い

命
を
救
っ
た

3
人
の
皆
さ
ん

(
9
/
9
・
大
村
消
防
署
)

人命救助で坊労賞
人命叡聞に貢献しだ¥大村消防署宮小路出張

所職員の中山喜博さん (56歳〉と高屋勝美さん
(47歳〉¥下釜津二郎さん (38歳〉に¥県央広
域璽消防本部から功労賞ガ贈られ、救急の日の

9月9巳、大村消防署で伝達式ガ行われまし芝。
3人は今年ア月¥福重地区の男性ガ倒れだだ
め叡急出動。すでに呼吸停止・脈拍停止してい

る患者を¥適切な判断と迅速な処置によりよみ

ガえらせることガでき疋というものです。

伝達式では、浦田大村消防署長ガ¥ 「これか

らも市民の生命を守るだめ頑張ってほしい」 と

訓示¥一人ひとりに表彰状を手渡しましだ。

本
堂
川
寺
院
群
の
一
つ
と
し
て
、
今

も
面
影
を
残
し
て
い
る
長
久
寺
跡

(
乾
馬
場
町
)

「
策
ん

い
散
」

{
n
J
ん

h

ら
に

闘
い
‘
‘
，

r
T
J
V
品
、

，，F
l

j

，，，. 

寺院が建ち並んだ

E
E

・
E

・---
E
E
E
F
 

堂本

市
街
地
の
ほ
ぼ
中
央
を
流
れ
る
大
上
戸

川
は
、
河
畔
の
公
園
整
備
が
進
ん
で
い
ま

す
。
近
ご
ろ
、
河
川
敷
に
は
子
供
た
ち
ゃ

親
子
連
れ
が
水
に
親
し
ん
で
遊
ん
で
い
る

光
景
を
よ
く
目
に
し
、
地
域
の
人
た
ち
の

心
の
安
ら
ぎ
の
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
大
上
戸
川
に
は
別
名
が
あ
る
こ

と
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
現
在
の
本
堂

川
橋
の
あ
る
水
田
町
付
近
か
ら
三
城
町
・

諏
訪
1
丁
目
に
か
け
て
の
大
上
戸
川
は
、

別
名
「
本
堂
川
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
昔
こ
の
川
の
両
岸
に
お
寺
の
本

堂
が
建
ち
並
ん
だ
た
め
に
、
こ
の
よ
う
な

別
称
が
生
ま
れ
た
の
で
す
。

こ
の

一
帯
が
豊
か
な
土
地
で
あ
る
た
め

古
く
か
ら
栄
え
て
お
り
、
特
に
鎌
倉
時
代

か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て
は
、
多
く
の
寺

院
が
川
沿
い
に
建
ち
並
び
ま
し
た
。

切

g
ム

唱

a
A



ポ
リ
オ
小児マヒ)生
η
ワ
手
、
広

投
与
を
行

νま
守

該
当
す
る
乳
幼
児
・
生
後
3
か
月
j

必

か
月
ま
で
の
初
回
投
与
を
受
け
て
い
な

い
乳
幼
児

-
2
回
目
投
与
を
受
け
て
い
な
い
必
か
月

ま
で
の
幼
児

受
け
ら
れ
な
い
乳
幼
児
・
発
熱
も

し
く
は
下
痢
を
伴
う
急
性
疾
患
、

重
症
結
核
、
心
臓
血
管
系
疾
患
、

病
後
衰
弱
栄
養
障
害
な
ど
の
乳
幼

日
U
ーノ
・
麻
し
ん
な
ど
生
ワ
ク
チ
ン
接
種
後

1
か
月
、
三
種
混
合
な
ど
不
活
化

ワ
ク
チ
ン
接
種
後
2
週
間
を
経
過

し
て
な
い
乳
幼
児

-
1
年
以
内
に
け
い
れ
ん
(
ひ
き
つ

け
)
を
起
こ
し
た
乳
幼
児

お
願
い
・
母
子
健
康
手
帳
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
0

・
体
温
を
計
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

-
ワ
ク
チ
ン
を
飲
ま
せ
た
直
後
の
授
乳
、

飲
食
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

ポリオ投与実施日程表

接種会場 接種目

市コミセン 1 0月5日
萱瀬出張所 ω 
西大村コミセン(押目)

1 0月6日
三浦出張所

(剃
鈴田出張所

竹松出張所 1 0月7日
福重出張所 休)

中地区公民館 1 0月8日
松原出張所 (金)

電函函iI
S函面画
屯函函通

瀧
命
予
愉
捌
鵠

鶏
趨
申

H
百
日
咳
・
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
H

年
間
を
通
じ
て
、
無
料
で
行
っ
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
、
指
定
医
療
機
関
で
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

指
定
医
療
機
関

寺
井
医
院
、
松
尾
医
院
、

田
川
小
児
医
院
、
近
藤
医
院
、
出
口
小
児

科
医
院
、
与
那
城
医
院
、
野
口
内
科
こ
ど

も
医
院
、
須
田
小
児
科
医
院
、
桝
本
産
婦

人
科
内
科
医
院
、
牧
山
医
院

麻
し
ん

5
8予
防
戚
修
繕

該
当
す
る
幼
児
生
後
四
か
月
j
η
か
月

ま
で
の
麻
し
ん
に
か
か
っ
た
こ
と
の
な
い

幼
児
お
よ
び
、
麻
し
ん
予
防
接
種
を
受
け

た
こ
と
の
な
い
幼
児

接
種
方
法
個
別
接
種
で
す
。
直
接
指
定

さ
れ
た
医
院
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

料

金

無

料

接
種
期
間
日
月
1
日
制
j

H
月
初
日

ω

た
だ
し
、
小
児
科
医
院
に
お
い
て
は
、

翌
年
3
月
ま
で
実
施
。

お
願
い
・
接
種
の
と
き
は
母
子
健
康
手

帳
と
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

-
麻
し
ん
の
予
防
接
種
を
受
け
る
と
約
1

か
月
間
は
、
ほ
か
の
予
防
接
種
は
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
の
で
各
医
院
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

指
定
医
療
機
関
松
井
医
院
、
寺
井
医
院
、

松
尾
医
院
、

O
田
川
小
児
医
院
、
近
藤
医

院
、
と
も
な
が
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
。
出

口
小
児
科
医
院
、
与
那
城
医
院
、
。
野
口

内
科
こ
ど
も
医
院
、
。
須
田
小
児
科
医
院
、

桝
本
産
婦
人
科
内
科
医
院
、
原
医
院
、
.
牧

山
医
院
、
長
崎
医
院
、
渡
辺
医
院

注:・

0
印
は
年
間
を
通
じ
行
っ
て
い
ま
す
。

あ
な
た
も
里
親
に
な
り
ま
せ
ん
か

午後2 時~3 時

家
庭
に
恵
ま
れ
な
い
児
童
を
、
保
護
者

に
代
わ
り
育
て
る
方
を
「
里
親
」
と
い
い

ま
す
。日
月
は
「
里
親
月
間
」
で
す
。

恵
ま
れ
な
い
子
ど
も
た
ち
が
幸
せ
に
な

る
よ
う
に
、
新
し
い
里
親
を
求
め
て
い
ま

間時

腎
臓
バ
ン
ク
に

登
録
を
/

県
内
に
は
、
現
在
1
、
7
0
0
人
の
方

が
腎
臓
の
透
析
治
療
を
受
け
て
お
り
、
毎

年
2
0
0
人
ず
つ
増
加
し
て
い
ま
す
。

腎
不
全
を
完
全
に
治
す
た
め
に
は
、
腎

す
。
里
親
に
な
り
た
い
方
は
児
童
相
談
所

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

。
中
央
児
童
相
談
所

(
宮

0
9
5
8
1
斜

j
6
1
6
6
)

O
佐
世
保
児
童
相
談
所

(
宮

0
9
5
6
j
M
j
5
0
5
8
)

臓
移
植
し
か
あ
り
ま
せ
ん
D

満
日
歳
か
ら
臼
歳
以
下
の
方
な
ら
だ
れ

で
も
腎
臓
パ
ン
ク
に
登
録
で
き
ま
す
。
あ

な
た
の
思
い
や
り
を
腎
臓
バ
ン
ク
に
グ

申
込
書
は
環
境
衛
生
課
に
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
環
境
衛
生
課
保
健
衛
生
係

(
内
線
1
4
0
)
ま
た
は
、
長
崎
県
腎
臓

パ
ン
ク
分
室
(
国
立
長
崎
中
央
病
院
宮
@

1
6
1
6
)
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

( 

健康テレホふサービス
ft23-4646 

長崎県殉国者

秋季慰霊祭

第
引
回

10 月 気仁なるせきやたん l 
月 火 音揚(虫垂炎)を切るとき・切らないとき

の水 学校伝染病
ア 木 皮膚と紫外線

|金 精神分裂病

マ士自尿失禁

ロ

日時 10月20日(水)、午前10時30分~正午

場所県忠霊塔(三城町)

遺族の章は、各地区遺族世話人を通じ

て配布しますが、届かない人は福祉課、

各出張所でお受けとりください口

大
村
市
身
体
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会

日
月
げ
日
回
、
午
前
9
時
開
会

と
こ
ろ
市
営
陸
上
競
技
場

※
雨
天
の
場
合
は
、
日
月
M
日
回
、

艇
場
内
イ
ベ
ン
ト
広
場

と

き

市
競



4、

と
も
な
が
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
中
村
医
院
、

長
崎
医
院
、
長
野
病
院
、
野
口
内
科
こ
ど

も
医
院
、
原
医
院
、
フ
ジ
イ
胃
腸
科
ク
リ

ニ
ッ
ク
、
牧
山
医
院
、
松
井
医
院
、
松
尾

医
院
、
松
永
医
院
、
南
野
ク
リ
ニ
ッ
ク
、

南
野
内
科
消
化
器
科
医
院
、
与
那
城
医
院
、

吉
田
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

が
ん
は
早
期
発
見
・
早
期
治
療

H
総
合
健
康
診
査
を
実
施
し
て
い
ま
す

H

対
象
者
日
月
1
日
現
在
、
日
歳
以
上
で

大
村
市
に
1
年
以
上
居
住
し
、
居
宅
に
お

い
て
6
か
月
以
上
ね
た
き
り
、
ま
た
は
痴

呆
老
人
の
食
事
、
入
浴
、
排
便
な
ど
日
常

生
活
に
つ
い
て
介
護
を
し
て
い
る
人

(
3

か
月
以
上
入
院
、
ま
た
は
市
外
の
病
院
に

入
院
し
て
い
る
老
人
、
重
度
障
害
者
介
護

見
舞
金
な
ど
、
ほ
か
の
見
舞
金
を
受
け
た

人
は
除
き
ま
す
)

申
請
手
続
該
当
す
る
人
は
、
地
区
民
生

委
員
を
通
じ
、
申
請
書
に
診
断
書
(
新
規

の
場
合
の
み
必
要
)
を
添
え
て
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

締
め
切
り
日
月
却
日
幽

問
い
合
わ
せ
福
祉
課
老
人
福
祉
係

成
人
病
を
防
ぐ
に
は
、
一
次
予
防
と
二

次
予
防
の
二
段
が
ま
え
が
あ
り
ま
す
。

一
次
予
防
は
、
病
気
を
発
症
さ
せ
る
よ

う
な
生
活
習
慣
を
改
め
る
こ
と
で
す
。
た

と
え
病
気
が
発
症
し
で
も
多
く
の
成
人
病

は
、
好
ま
し
い
健
康
習
慣
を
守
る
こ
と
に

よ
り
、
病
気
の
進
行
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き

ま
す
。二
次
予
防
は
定
期
的
に
健
診
を
受
け
る

こ
と
で
、
異
常
や
病
気
を
早
く
見
つ
け
早

期
治
療
す
る
こ
と
で
す
。

特
に
が
ん
の
場
合
は
、

二
次
予
防
の
早

期
発
見
、
早
期
治
療
が
非
常
に
大
切
で
す
。

そ
の
た
め
に
も
定
期
的
に
検
診
を
受
け
る

こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

。
総
合
健
康
診
査

。
婦
人
が
ん
検
診

対
象
者
紛
歳
以
上
の
人
(
職
場
な
ど
で

検
診
で
き
る
人
を
除
く
)

内
容
基
本
健
康
診
査
(
問
診
・
血
圧

・

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
・
肝
機
能
・
腎
機
能
・

心
電
図
な
ど
て
胃
が
ん
検
診
、
肺
が
ん

検
診
、
大
腸
が
ん
検
診

負
担
金

1
、
0
0
0
円
(
老
人
医
療
受

給
者
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
、
生
活
保
護

者
、
利
用
券
提
出
者
を
除
き
ま
す
)

指
定
医
療
機
関
お
お
つ
か
内
科
医
院
、

岡
内
科
医
院
、
川
本
内
科
医
院
、
琴
尾
医

院
、
近
藤
医
院
、
津
田
胃
腸
科
内
科
医
院
、

早
田
内
科
医
院
、
田
崎
医
院
、
寺
井
医
院
、

対
象
者
初
歳
以
上
の
女
性

内
容

子
宮
が
ん
検
診
、
乳
が
ん
検
診

負
担
金

子
宮
が
ん

1
、
0
0
0
円
(
体

が
ん
は

7
0
0
円
増
)
、
乳
が
ん

4
0
0

円
(
老
人
医
療
受
給
者
、
市
民
税
非
課
税

世
帯
、
生
活
保
護
者
、
利
用
券
提
出
者
を
除

き
ま
す
)

指
定
医
療
機
関
大
村
中
央
産
婦
人
科
医

院
、
お
び
産
婦
人
科
医
院
、
後
藤
産
婦
人

科
医
院
、
長
野
病
院
、
福
田
産
婦
人
科
医

院
、
桝
本
産
婦
人
科
内
科
医
院

問
い
合
わ
せ
環
境
衛
生
課

「
い
号
」
国
債
を
受
け
ら
れ
た
戦
没
者
な

ど
の
妻

-
第
比
回
特
別
給
付
金
「
い
号
」
国
債
を

受
け
ら
れ
た
戦
没
者
の
父
母
な
ど

請
求
手
続
き
お
よ
び
内
容
に
つ
い
て
は
、

福
祉
課
福
祉
係
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

久
原
団
地
担
当

民
生
委
員
・
児
童
委
員

ガ
決
ま
り
ま
し
た

市
民
の
皆
さ
ん
の
福
祉
増
進
の
た
め
に

活
動
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

担
当
地
区
久
原
団
地

委
員
名
目
尻
フ
ミ
子
(
木
場
1
丁
目
1

0
9
6番
地
県
営
久
原
団
地

H
棟

2
0

2
号
)

ぬ
歳
以
主
@

健
康
長
寿
@
布
告

白
球
診
し
ま
す

@
↓
@
↓
mw↓
 

がゐ@語体蓄を擦をS

「ガ、んの発生メカニズム」

O正常細胞 (ガんをひき起こす

遺伝子ガあるガ¥ふだんは眠

っている〉

O発がんイニシエーター (遺伝¥下主

子に変化をおこさせる化学物
員) l..J..... _ 

-芝ばこ 、~ ~圃国自0

.ベンツピレン(自動車の排刀ス〉
・トリブP1¥P2(魚や肉の
焼け焦げにできる物質〉など

O発がんプロモーター (促進物

質〉

・だばこ

・'1宝ホルモン
.胆う十酸など

Oがん細胞 (正常細胞より強力

なガん細胞は大量の栄養素と

酸素を消費しながら¥正常細

胞を侵していつだり監移して

いく〉

Oがん細胞の分裂 (正常細胞は

一定の分裂が済むと死んでし

まうガ¥ガん細胞は無限に細

胞分裂し¥腫痩をつくってし

まう〉

平
成
4
年
3
月
1
日
か
ら
5
年
2
月
末

日
ま
で
の
1
年
間
で
、
医
療
の
給
付
を
受

け
な
か
っ
た
刊
歳
以
上
の
方
に
、
日
月
日

日
同
開
催
さ
れ
る
「
健
康
・
福
祉
ま
つ
り
」

に
お
い
て
記
念
品
を
贈
り
表
彰
し
ま
す
。

対
象
者
の
方
に
は
、
別
途
ハ
ガ
キ
で
通

知
し
ま
す
。

年に1図は、総会俊豪診査・

掃人がん検診を受けまレ

ょう.グ (環境衛生課〉

戦
没
者
な
ど
の
妻

お
よ
び
父
母
な
ど
の

皆
さ
ん
へ

平成5年10月号

特
別
給
付
金
の
最
終
償
還
を
終
え
た
戦

没
者
な
ど
の
妻
お
よ
び
父
母
な
ど
に
、
改

め
て
特
別
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

請
求
で
き
る
人
・
第
叩
回
特
別
給
付
金

広報おおむら

円

4
U



高齢化社会に応じ

た市民の健康づくり

や福祉への意識の高

揚をはかり¥市民総

参加の健康で生きガ

いのあるまちづくり

を巴的として開催し

ます。

多くの皆さんのご

参加をお待ちしてい

ます。

〈催し〉
O第17回大村市社会福祉大会oヘルシーウオーク
0看護コーナー0健康長寿表彰o健康保健対策コ

ーナ-0伝承あそびo臨床模査O出庖Oそのほか

食生活 ・健康 -福松 ・保険年金のコーナーなど盛

りだ、くさんです。

問い合わせ 環境衛生課

大
村
市
社
会
福
祉
協
議
会

職
員
採
用
試
験

職
種

事
務
職

受
験
資
格

大
学
卒
業
程
度
の
学

力
お
よ
び
普
通
運
転
免
許
を
有
し
、

昭
和
位
年
4
月
2
日
か
ら

U
年
4

月
2
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

採
用
の
条
件

市
内
に
住
ん
で
い

る
人
、
ま
た
は
採
用
後
住
む
こ
と

が
で
き
る
人

採
用
予
定
人
員

1
人

採
用
予
定
年
月
日

平
成
6
年
4

tえ象三i急iょの給

福祉まつり
10月10日(日) 10:00------17:00 
市コミセンおよびその周辺

• 
つはこっ

健康

をきちっ

とき

ところ

第2固

月
1
日

応
募
期
間

働第
一
次
試
験

日
月
比
日
田

応
募
方
法

所
定
の
申
込
用
紙

(
事
務
局
に
有
り
ま
す
)
に
記
入

の
う
え
応
募
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
協
議
会

(
宮
@
1
3
5
1
)

日
月
1
日
制
j

m
日

お
り
が
み
で

あ
そ
ぼ
う

お
り
が
み
で
季
節
の
行
事
を
折
っ

て
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

参
加
料
は
無
料
。
誰
で
も
自
由

に
参
加
で
き
ま
す
。

日
時

叩
月
お
日
目
、
午
後
1
時

初
分
j
3
時
初
分

中
地
区
公
民
館

「タ
や
け
こ
や
け
の
赤
ト

場
所
内
容
ン
ボ
」

問
い
合
わ
せ

中
地
区
公
民
館

(宮
@
1
3
7
6
)

電
話
加
入
権
を
公
売

市
税
滞
納
に
よ
り
差
し
押
え
た

電
話
加
入
権
を
公
売
し
ま
す
。

日
時

日
月
U
日
側
、
午
後
1
時

ο又ヨ
q
u
Lノ

場
所

市
役
所
第
1
会
議
室

公
売
方
法

一
般
競
争
入
札

代
金
納
付
期
限

即
納

持
参
す
る
も
の

印
鑑
、
代
理
人

の
場
合
は
委
任
状

公
売
台
数

若
干

問
い
合
わ
せ

税
務
課
収
納
係

(
内
線
1
2
6
j
1
2
8
)

※
N
T
T
の
譲
渡
承
認
が
得
ら
れ

な
い
場
合
は
、
売
却
決
定
を
取

り
消
し
ま
す
。

な
お
、
公
売
開
始
前
ま
で
に

完
納
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、

公
売
を
中
止
し
ま
す
。

「

U
タ
!
ン
希
望
者

対
象
企
業
説
明
会

i
n
東
京
」

日
時

日
月
7
日
間
、
午
後
1
時

j

5
時

場
所

都
道
府
県
会
館
6
階
(
東

京
都
千
代
田
区
平
河
町
)

対
象
者

U
タ
ー
ン
し
て
地
元
企

業
へ
の
就
職
を
希
望
し
て
い
る
人
、

ま
た
は
そ
の
家
族
、
知
人
な
ど

参
加
企
業

却
杜
(
予
定
)

問
い
合
わ
せ

県
労
働
部
職
業
安

定
課
(
宮
0
9
5
8
@
1
1
1
1
)

行
政
手
続
き

無
料
相
談
会

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。
お
気
軽

に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

内
容

相
続
、
不
動
産
、
農
地
法

許
可
、
建
設
業
、
車
の
登
録
、
金

銭
貸
借

日
時

叩
月
1
日
幽
、
正
午
j
午

後
5
時

場
所

市
コ
ミ
セ
ン

問
い
合
わ
せ

行
政
書
士
会
大
村

支
部
(
宮
②
2
5
1
5
秋
寄
)

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

子
ど
屯
A
町
本
と
図

図
書
館
や
公
民
館
、
住
民
セ
ン

タ
ー
、
地
域
文
庫
で
は
子
ど
も
た

ち
へ
本
の
楽
し
さ
や
喜
び
を
伝
え

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
も
っ
と
多

く
の
仲
間
と
共
に
本
を
通
じ
て
、

子
ど
も
の
文
化
を
創
造
す
る
こ
と

の
大
切
さ
を
感
じ
ま
す
口
そ
こ
で
、

子
ど
も
の
本
や
図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
つ
い
て
広
い
視
野
で
学
ぶ
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
を
開
講
し

ま
す
。

会
場
期
間

市
立
図
書
館
ほ
か

日
月
お
日
凶
か
ら
7
回

第
M
J
回

市
民
音
楽
祭

日
時

日
月
包
日
刷
、
午
後
1
時

初
分
開
演

会
場

大
村
市
民
会
館

出
場

。
邦
楽
・
:
星
風
会

・
宮
城

会

・
規
友
会

。
合
唱
・
:
大
村
少
年
合
唱
団
・
大

文
化
祭
(
向
陽
高
校
)

⑨
叩
月
m
U

日
州
国
(
前
日
祭
)
、
大

村
市
民
会
館
、
午
後
1
時
j
3

時
内
容

外
国
語
の
歌
、
弁
論
発
表

-14-

ボ
号
、
ピ
ア
ィ
ア

(
土
曜
を
中
心
に
)

時
間

午
前
9
時
初
分
か
ら
ロ
時

(
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
)

対
象

子
ど
も
の
本
や
図
書
活
動
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
心
が
あ

る
人
人
員

初
人
(
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す
)

募
集
期
限

叩
月
日
日
出

申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ

社
会
教
育
課
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

講
座
係
」

※
申
し
込
み
は
電
話
で
結
構
で
す
。

村
グ
リ
ー
ン
コ

ー
ラ
ス

O
吹
奏
楽
・
:
大
村
中

・
桜
が
原
中

・

西
大
村
中

・
玖
島
中

。
個
人
の
部
・
:
蓮
本
法
子
、
男
声

カ
ル
テ
ッ
ト

入
場
料

3
0
0
円

主
催

市
音
楽
団
体
協
議
会

問
い
合
わ
せ

社
会
教
育
課

会
、
ラ
テ
ン
音
楽
グ
ル
ー
プ
発
表

会
な
ど

⑨
日
月
初
日
出
j
M
M
日
間
(
文
化

祭
)
、
向
陽
高
校
、
午
前
9
時

j
午
後
3
時

問
い
合
わ
せ

向
陽
高
校

(
宮
@

8
0
5
8
村
崎
)



派 30募資 まく生
遣 日 集格 すり活発

自ω留20 口語t霊 ィずら句ラノ青年海外協力隊に
j 力な上

10 39 すが国 ーι 」ー ιz雪長 hヌ 青春をかけて
日で 員新々
住)の をしと
j 男 募いと
11女集国も
月 しづに

みませんか/

2
年
間

広報おおむら平成5年10月号

10月30日出

午後6時30分開演
大村市民会館

日
時
お
よ
び
場
所

。
長
崎
市
会
場

・
日
月
幻
日
制
、
午
後
6
時
鈎
分

j
9
時

長
崎
市
民
会
館

・
日
月
日
日

ω、
午
後
6
時
初
分

j
9
時

長
崎
市
民
会
館

。
佐
世
保
市
会
場

・
1
月
日
日
側
、
午
後
6
時
鈎
分

j
9
時

佐
世
保
市
中
部
地
区
公
民
館

。
大
村
市
会
場

・
1
月
ロ
日
働
、
午
後
6
時
鈎
分

j
9
時

市
コ
ミ
セ
ン

(
市
役
所
横
)

問
い
合
わ
せ

県
国
際
交
流
課

(
宮

0
9
5
8⑧
0
3
0
2
)

桂米丸

f 
無
料
民
事
介
入

暴
力
相
談
所
開
設

暴
力
団
に
関
す
る
こ
と
で
困
っ

て
い
る
人
、
被
害
に
あ
っ
た
人
な

ど
、
遠
慮
な
く
相
談
に
お
い
で
く

だ
さ
い
。

日
時

m月
凶
日
側
、
午
前
日
時

j
午
後
3
時

場
所

市
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

長
崎
県
暴
力
団
追

放
県
民
会
議

(2
0
9
5
8
②
0

8
9
3
)
 

県
立
大
村
病
院

ω周
年
記
念
講
演
会

市
民
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

日
時

日
月
6
日
出
、
午
後
2
時

楽夢

一

吉中・
4

『
笑

j
3
時
鈎
分

場
所

県
立
大
村
病
院

(西
部
町
)

内
容

精
神
医
療
の
あ
ゆ
み
(
過

去
、
現
在
)

講
師

道
下
忠
蔵
先
生
(
全
国
自

治
体
病
院
協
議
会
精
神
病
院
特
別

部
会
長
、
石
川
県
立
高
松
病
院
長
)

参
加
費

無
料

問
い
合
わ
せ

県
立
大
村
病
院
総

務
課
(
宮
(⑪
3
1
0
3
)

法
務
局
(
登
記
所
)
の

公
園
の
閲
覧
ガ
有
料
に

登
記
所
に
備
え
付
け
て
あ
る
公

図
の
閲
覧
は
、
平
成
5
年
目
月
1

日
か
ら
有
料
(
手
数
料
・
公
図
1

枚
に
つ
き
4
0
0
円
)
と
な
り
ま

す
。詳
し
い
こ
と
は
、
長
崎
地
方
法

務
局
大
村
支
局
(
包
②
2
5
4
7
)

で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
多
数
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す。

期
間

日
月
幻
日
制
w
i
m
日刷出

場
所

福
祉
セ
ン
タ
ー

展
示
品

盆
栽
、
書
道
、
生
け
花
、

俳
句

老
人
教
養
講
座

作
品
展

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
講
座
受
講

生
が
、
日
ご
ろ
の
成
果
を
発
表
し

ま
す
。原因靖8

5 2，子ィ・スウィレガースコふサート 3 

親子映画

社会教育課

視聴覚ライブラリー

日時 10月10日(日) 団・・・・・・3 
・昼の部 午後 1時~ 量fて;ョ・ー[1 : 
-夜の部午後6時~ 圃‘泊t可園田園 2 
大村市民会館 ・・・Mfョ.: 
出演者 原田靖(ト ロン 原田靖 ! 
ボーン)、箱石啓人(トラ ミ
ンペッ ト)、田辺信男(サックス)ほか 5 
共演者 桜が原中および西大村中吹奏楽部、 5
大村少年合唱団、ビッグ・カントリー ・ジャ 3 
ズ・オーケストラ

入場料 ・大人2，500円 i 
・学生(小~高)1，000円 2 

問い合わせ 大村音楽同好会(宮@1254 : 

岩浅)
轟轟曹 11竃軍 E瞳量轟轟轟曹聾量 E草書蓄量華麗書量曹重量 11曹量轟覇軍事量轟轟聾喜聾 詰轟轟r

|市コミセン110:00'"'-'11:00
10月9日出
|西大村コミセン114:00'"'-'15:00

花さ き 山 CJフニメ18分〉
夕日がしずむまで (アニメ19分〉
泣いた赤鬼 CJフ二メ15分〉

10月9日出|中地区公民館¥10:∞'"'-'11:00 

花のき村と盗人たち (戸二メ28分〉

(]フニメ19分〉

(]フ二メ10分〉

セ口ひきのゴーシュ

_.-
出演者 桂米丸、三笑亭夢楽、

春風亭小柳枝、北見マキ、神

田陽子ほか

入場料 一般2，200円(当日

2，500円)、小中高生1，300円
(当日1，500円)く全席自由席〉
前売券発売所 アオバラジオ

商会、エムズ・モリタケ、原田楽器大村庖・諌

早庖、長崎書庖、大村浜屋 1階プレイガイ

ド、和風れすとらん浜田、商工会議所、市

コミセン、中地区公民館、市立図書館、各

出張所、西大村地区コミセン、市役所受付、

社会教育課

問い合わせ

さいごのおき ゃくさま

日
υ
唱

E
i

視聴覚ライブラリ ー

(ft54-3161市コミセン内)
問い合わせ



「
第
認
団
長
崎
県

勤
労
者
美
術
展
」
の

作
品

展
示
会
場
お
よ
び
会
期

・
長
崎
県
立
美
術
博
物
館

ロ
月
8
日
制
l
U
日
間

-
佐
世
保
市
島
瀬
美
術
セ
ン
タ
ー

ロ
月
日
日
制
j
四
日
田

出
品
部
門

洋
画
、
日
本
画
・
南

画
、
書
、
写
真

出
品
資
格

県
内
に
住
居
を
有
し

て
い
る
勤
労
者

出
品
料

1
、
0
0
0
円

出
品
期
間

口
月
8
日間
w
i
日
日

出
、
午
前
9
時
j
午
後
5
時

問
い
合
わ
せ

県
労
政
福
祉
課
、

長
崎
労
政
事
務
所
、
佐
世
保
労
政

事
務
所

平
成

6
年
度

放
課
後
の
学
童
保
育
入
所
児
童

対
象

下
校
後
、
仕
事
そ
の
他
の

事
情
に
よ
り
家
庭
の
保
護
に
欠
け

る
児
童
(
小
学
1
年
j

3
年
)

期
間

平
成
6
年
4
月
1
日
か
ら

1
年
間

時
間

下
校
後
l
午
後
5
時
初
分

(月
j
土
曜
日
)

場
所
・
問
い
合
わ
せ

H
大
村
学
童
保
育
父
母
の
会
H

O
あ
さ
ひ
っ
こ
ク
ラ
ブ
(
木
場
の

パ
ス
方
向
転
換
所
前
宮
⑪

6
2
9

0
)
 

。
と
ま
と
ク
ラ
ブ
(
大
村
幼
稚
園

内
宮
⑪
6
2
3
8
)

O
さ
く
ら
ん
ぼ
ク
ラ
ブ
(
中
央
幼

稚
園
内
宮
@
3
3
3
9
)

O
く
さ
ぶ
え
ク
ラ
ブ
(
富
小
横
ま

る
た
か
商
庖
前
宮
@
1
5
8
2
)

0
に
ん
じ
ん
ク
ラ
ブ
(
竹
松
幼
稚

園
内
・:
春
休
み
、
夏
休
み
期
間
宮

@
2
8
6
0
浜
田
)

※
竹
小
校
区
の
放
課
後
の
学
童
保

育
検
討
中

なかさく公民館各種講座中央 • 
合 54 -3 1 6 1 

教室 名 内 n廿'-<> 期 間 対象・定員 講師(敬称略)

初心者の方を対象に、百
11月 10 日(水)~12月 22 日(水)

小倉百人一首 人一首の取り方、遊び方
各水曜日(12/印刷はあ

かるた教室
を楽しく学び、仲間作り

りません)
成人30人 野口弘満

をします。
午前10時~12時計 6 回

(資料代:100円)

秋の星座や惑星を楽しく
星空のロマン 観測します。初めての方、 11月26日幽、 27日出

市民天体観望会 特に歓迎します。 午後 7 時~9 時計 2 回
成人30人 野口 弘満

(資料代 100円)

幸町25 -3 3 申央公民館

ft53-1376 

教室 名 内 廿d 守 期 間 対象・定員 講師(敬称略)

女性をとりまく諸問題について考えます。

0男女共生参画型社会について

婦人問題学習講座
~もてる力を社会へ

10月 20 日 ~ 12月 15 日 大学教授他0人生80年グ楽しく豊かに生きる

女のいき学講座 0センスアップグ美しく輝いて生きる 毎週水曜日 8回 婦人40人 各分野専門

0衣食住と女性~これからの家事労働
午前10時~12時 講師

0身近な暮らしのなかで環境問題を考える
0旅の心得~婦人の海外旅行術 ほか

リズム、うた、ダンス、創作あそびを通し
大学教授

家庭教育学級 て親子のふれあいを深め、幼児期の発達段 10月 18 日 ~12月 20 日 3~4 歳児

階の理解と親の役割等を、講義 ・話し合い 毎週月曜日 10回 を持つ親子
平野サキ子

なかよしランド を交えながら学習します。 (親子の氏名 午前10時~11時30分 30組
峰ひとみ

くふりがな〉年齢を書いてください)
永岡敦子

夫婦で健康について考えてみませんかグ
10月 21 日 ~12月 16 日

夫婦でヘルシ-講座
この教室では、成人病予防等を考えたヘル 贋中恵子
シークッキング(7回)、健康体操等(2 

毎週木曜日 9回 夫婦15組
峰ひとみ

回)を学習する夫婦リフレッシュ講座で、す
午後 7 時~9 時

初心者のための ワルツ、ジルJ'i'、サンパetc... 10月 19 日 ~12月 21 日
成人男女

社交ダンス入門
ここち良い音楽に合わせて体を動かしてみ 毎週火曜日 9回

30人
五道常守

ませんか。初めての方を対象に開催します。 午後 7 ・時~9 時

松並1丁目 24 6 -5 なかちく公民館

n
h
u
 

t
E
A
 

10月12日(刈 受講料無料(教材費は実費)

往復ハガキに、住所・氏名・年齢・性別・電話 ・希望する講座を一葉に一講座書いて申し込んでください。

申込多数の場合は抽選します。

申し込み・問い合わせ 各公民館へ

申込期限

申込方法



市
立
幼
稚
園

νっしょに1\~lil

平成5年10月号

?年2認iJ[!圃画見事翁
私
立
幼
稚
園

ヒ
ほ豊かに
之さ之さ

幼
児
期
は
、
人
間
形
成
の
中
で

最
も
大
切
な
基
礎
づ
く
り
の
時
期

で
す
。各
市
立
幼
稚
園
で
は
、
こ
ど
も

た
ち
の
小
さ
な
つ
な
が
り
や
毎
日

の
発
見
を
、
ベ
テ
ラ
ン
の
先
生
方

が
大
切
に
見
つ
め
、
た
く
ま
し
く

心
の
豊
か
な
こ
ど
も
に
な
る
よ
う

に
と
、
幼
児
教
育
を
す
す
め
て
い

ま
す
。
対
象
昭
和
臼
年
4
月
2
日
j
平

成
元
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
幼
児

※
三
浦
幼
稚
園
は
、
平
成
元
年
4

月
2
日
j
2
年
4
月
1
日
生
ま

れ
の
幼
児
も
受
け
付
け
ま
す
。

申
込
期
間
叩
月
日
日
働
j
初
日

目申
込
方
法
各
幼
稚
園
に
あ
る
願

書
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
各
幼
稚
園
ま
た
は
、

教
育
委
員
会
庶
務
課

幼稚園名 電話

三浦 (@1550 

鈴田 (@1551 

大村 (@2549 

三域 (@6050 

西大村 (@4502 

中央 (@4228 

竹松 @8301 

福重 @8741 

松原 @87211 

放虎原 (@3564 

広報おおむら

対
象
昭
和
臼
年
4
月
2
日
j
平

成
3
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
幼
児

願
書
配
布
叩
月
初
日
ω
j
初
日

出願
書
受
付

日
月
1
日
開

※
詳
し
く
は
、
各
国
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
0

・
大
村
聖
母
幼
稚
園

(
植
松
2
丁
目
宮
@
2
0
4
8
)

・
長
崎
星
美
幼
稚
園

(
水
主
町
2
丁
目
宮
(
⑫
2
4
7
3
)

・
向
陽
幼
稚
園

(西
三
城
町
宮
@
6
2
6
2
)

地

域

開

放

講

座

。
大
村
史
跡
巡
り

玖
島
城
を
中
心
と
し
て
、
周
辺

の
史
跡
を
散
策
し
ま
す
。

日
時
日
月
5
日
制
、
午
後
1
時

j

4
時

集
合
場
所
県
教
育
セ
ン
タ
ー

講

師

久

原
巻
二
先
生
(
県
教
育

セ
ン
タ
ー
指
導
主
事
)

定

員

初

人

(
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す
)

。
古
典
に
親
し
む

古
典
(
徒
然
草
、
奥
の
細
道
、

伊
勢
物
語
、
竹
取
物
語
)
の
鑑
賞

日
時
日
月
初
日
ω
、
ロ
月
7
日

ω
、
ロ
月
日
比
日
ω
(
3
回
)

午
後
1
時
叩
分
j
3
時
初
分

会
場
県
教
育
セ
ン
タ
ー

講
師

森
秀

一
先
生

(
前
県
立
大

村
高
等
学
校
長
)

定
員
同
人
(
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す
)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

県
教
育
セ
ン
タ
ー
(
宮
@
1
1

3
1
)
 N

H
K
学
園
の

通
信
講
座

毛
筆
(
日
常
の
書
)
、
書
道
、

俳
句
、
囲
碁
な
ど
九
講
座

申
込
期
限
日
月
白
日
間

詳
し
い
案
内
書
を
ご
希
望
の
人

は、

N
H
K
学
園
8
E
5
1
係

(
東
京
都
国
立
市
富
士
見
台
2
j

お
2
0
4
2
5
⑫
3
1
5
1
)

へ

請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

※
案
内
書
は
無
料
で
す
。

能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー

受
講
生

H

什
月
コ
ー
ス
H

内

容

・

被
覆
ア
I
ク
溶
接
(
中

向
陽
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

英

~ 
~ 

対
象
お
よ
び
期
日

・
一
般

(
中
学
生
以
上
)

H
月

・

水
・
金
曜
日

初
級
・
中
級
各
1
時
間
(
夜
)

授
業
料
1
、
0
0
0
円

(
1
回
)

.
子
供
H
金
曜
日

幼
稚
園
j
小
学
校
低
学
年
、
小

学
校
高
学
年
各
1
時
間
(
昼
間
) 話

教

室

授
業
料

3
、
0
0
0
円

(
月
額
)

※
子
供
の
部
は
日
月
か
ら
開
始

場
所
向
陽
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
(
赤
佐
古
町
)

申
込
期
限

一
般
の
部
は
随
時
、

子
供
の
部
は
日
月
お
日
凶

問
い
合
わ
せ
向
陽
学
園

(
宮
@

3
2
1
0
岩
崎
)

自

衛

r:= 
邑

。
防
衛
大
学
校
学
生

資

格

高

卒
(
見
込
み
)
で
幻
歳

未
満
の
人

申
込
期
間

叩
月
1
日
制
j
m
日

幽。
防
衛
医
科
大
学
校
学
生

資
格

高
卒
(
見
込
み
)
で
幻
歳

未
満
の
人

申
込
期
間
叩
月
1
日
幽
j
お
日

目。
看
護
学
生

資
格

高
卒
(
見
込
み
)
で
幻
歳

未
満
の
女
子

申
込
期
間
叩
月
1
日
制
j
m
日

ω
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
大
村
募
集
事
務
所
(
宮

@
6
2
1
7
)
 

種別 住宅名 戸数 間取り 家賃(月額円)

池 回 2 3DK 15，500 

久原第二 4 3DK 21 ， 200~泊，捌
種

城 2 3DK 25.200 

松並第 一 3DK 30，000 

東 諏 訪 1 3K 12.300 

旭 2K 6，800 
2 種

池 田 3K 9.200 

原口アパート 3DK 20，500 I 

市営住宅入居者

10月7日(木)

10月20日(水)、午前10時30分~
11月1日(月)
問い合わせ 建築課住宅係

申込期限
抽選日
入居日

申し込み、

ワー
噌

B
i



日
月
四
日
は
「
土
木
の
日
」
で

す
。
公
共
土
木
事
業
が
、
私
た
ち

の
暮
ら
し
に
ど
の
よ
う
に
役
立
っ

て
い
る
か
を
、
よ
り
よ
く
理
解
し

て
い
た
だ
く
た
め
の
ク
ル
l
ジ
ン

グ
で
す
。
船
内
で
の
楽
し
い
催
物

も
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

参
加
費
無
料
で
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

期
日
什
月
同
日
制

集
合
場
所
お
よ
び
時
間

大
村
市

役
所
ロ
時
(
正
午
)

募
集
対
象
者
ど
な
た
で
も
参
加

ー
ジ
ン
ゲ
」
参
加
者
募
集

で
き
ま
す
。
(
た
だ
し
、
子
供
だ

け
の
参
加
の
場
合
は
、
中
学
生
以

上
に
限
り
ま
す
)

募
集
人
員

1
0
0
人

応
募
期
限
日
月
初
日
附
(
当
日

消
印
有
効
)

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

持
参
品

筆
記
用
具

・
水
筒

応
募
方
法

参
加
者
氏
名
(
全
員
)
、

住
所
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
往
復

ハ
ガ
キ
に
明
記
し
て
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

行
程
大
村
市
殺
所

(
ロ
時
日
分

発
)
↓
松
ケ
枝
埠
頭
↓
長
崎
港
内

ク
ル
l
ジ
ン
グ
↓
松
ケ
枝
埠
頭
↓

大
村
市
役
所
(
四
時
帰
還
予
定
)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
建
設
部
土
木
課
(
玖
島
1
丁

目
お
番
地
内
線
4
2
1
j
5
)

物
価
パ
ス
見
学
会
の
参
加
者
募
集

県
南
地
域
(
長
崎
市
・
諌
阜
市

・

大
村
市
)
に
住
ん
で
い
る
人
を
対

象
に
、
見
学
会
を
行
い
ま
す
。

期
日
日
月
日
日
側

集
合
場
所
と
時
間

(
大
村
市
)

午
前
9
時
加
分
ま
で
に
、
大
村

市
農
協
本
所
前
に
集
合

申
込
方
法
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
職
業
、
電

話
番
号
、
集
合
場
所
を
記
入
し
て

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
叩
月
初
日
側

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

長
崎
県
生
活
課
物
価
パ
ス
係

(=lm長
崎
市
江
戸
町
2
j
U
8

0
9
5
8
@
3
6
2
1
)
 

。
己診

υ 

競
技
種
目

・
小
学
1
j
3年
男
女
H
M
h

・
小
学
4
j
6年
男
女
リ

2
凶

・
中
学
生
男
女
H
3

h

-
高
校
・
一
般
女
子
日

5
凶

・
高
校

・
一
般
男
子
日
目
凶

・
健
康
マ
ラ
ソ
ン
男
女
H
5
h

¥
・
ぬ
歳
以
下
・

ω歳
代

・
日
/

/
歳
代

・

ω歳
以
上

¥

参
加
資
格

長
距
離
走
に
耐
え
る

体
力
が
あ
り
、
児
童
生
徒
に
お
い

て
は
、
保
護
者
の
承
諾
を
得
た
も

の
に
限
り
ま
す
(
市
内
外
を
問
い

ま
せ
ん
)
。

申
込
料

ο ス
夫
会

日時 12月12日(日)
集合時刻午前9時
集合場所海上自衛隊グランド

コース海上自衛隊内道路およ

び周辺道路

円
・
高
校
・

一
般
1
、
0
0
0
円

※
傷
害
保
険
料
・
ゼ
ッ
ケ
ン
料
含

申
込
期
間
口
月
1
日
開
j

M
日

ω必
着

※
小
・
中
学
校
は
、
各
学
校
と
り

ま
と
め
の
う
え
学
年
別
・
男
女

別
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

体
育
課

※
申
込
用
紙
は
、
各
出
張
所
、
小
・

中
学
校
お
よ
び
体
育
課
に
あ
り

ま
す
。

※
電
話
・
ハ
ガ
キ
に
よ
る
申
し
込

み
は
一
切
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

-
小
・
中
学
生

5
0
0

市
民
ハ
イ
キ
ン
ク

帰
着
(
午
後
5
時

ご

ろ

)

一

口。

参
加
費

2
、
0
0
0
円

(
交
通
↓

費
・
小
人
半
額
)
、
保
険
料
ほ
か

1
0
0
円

携
行
品
弁
当
、
水
筒
、
軍
手
、

簡
易
雨
具

申
込
期
限
叩
月
刊
日
同

※
受
付
が
1
0
0
人
に
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

大
村
山
岳
会
(
包
@
1
8
5
4

池
野
)

期
日
日
月
げ
日
間
(
雨
天
中
止
)

目
的
地
裏
雲
仙
・
吾
妻
岳

(
8

6
9
M
)
 

コ
ー
ス
大
村

(
パ
ス
)
↓
千
々

石
橘
神
社
↓
田
代
原
↓
吾
妻
岳
↓

田
代
原
(
パ
ス
)
↓
雲
仙
小
地
獄

(
入
浴
予
定
)
↓
小
浜
↓
大
村

集
合
場
所
市
役
所
前

(
午
前
7

時

ω分
)
、
出
発
(
午
前
8
時)、

。

対
象
初
心
者
・
中
級
者

(
試
打

用
ラ
ケ
ッ
ト
有
)

練
習
日
火
・
木
・
土
・
日
曜
日

。

テ
ニ
ス
教
室
(
硬
式
)

会
員
ぼ
し
ゅ
う

少年少女

バレーボール大会

d 

0

・

。

場
所
火
・

木
:
・
小
路
口
コ
l
ト、

土
・
日
・
:
浄
水
管
理
セ
ン
タ
ー
テ

ニ
ス
コ
ー
ト

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
テ
ニ
ス
協
会
(
宮
⑬
7
6
8

6
、
夜
@
4
8
2
1
広
瀧
)

日時 10月 16 日出~17 日(日)

場所市民体育館ほか

申込期限 10月6日(水)
参加費 1チーム1，000円
参加資格大村市子ども会育成連合会に登録

された中学生

チーム編成 単一 (隣接可)子ども会育成会 O

で編成し 1チーム12人とします。
申し込み・問い合わせ 体育課

※組み合わせ抽選は、主催者で責任をもって

行い、各チームへお知らせします。

O 



r10月10日」体育の日
ご
寄
付

ご
好
意

。
香
典
返
し 市民スポーツ大会

=皆さんご声援〈ださい=

各地区予選を勝ち抜いてきだチームガ¥日ごろ

の練習の成果を競い合います。ご声援ください。

E翻
。ソフトボール=市営野球場¥補朋グランド

0バレーボール二市民体育館¥大村小学校体育館

。ィンティ戸力=大村高校体育館

。ゲートボル二市営陸上競技場

社
会
福
祉
基
金
へ

V
田
中

一
(
東
本
町
)
叩
万
円

V
前
川
滋
子
(
鬼
橋
町
)
3
万
円

V
上
本
キ
ミ
(
古
町
1
丁
目
)
3

万
円
V
川
瀬
フ
サ
ヨ

(東
三
城
町
)
日

万
円
大
村
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
へ

V
田
中

一
(
束
本
町
)
ロ
l
ン
ボ
ー

ル
ス
球
目
万
円
相
当

新
城
保
育
園
へ

V
宮
田

一
(
池
田
1
丁
目
)
印
万

広報おおむら平成5年10月号

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

(
敬
称
略
)

円大
村
市
医
師
会
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
へ

V
山
本
リ
ヨ

(三
城
町
)
ロ
万
円

V
森
山
ミ
ツ
エ
(
水
田
町
)
叩
万

円社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
上
本
繁
文

(
赤
佐
古
町
)
叩
万

円V
演
田
浩
一

(
本
町
)
初
万
円

V
小
川
肇

(
三
城
町
)
叩
万
円

V
成
瀬
博
(
久
原
1
丁
目
)
金
一

封V
前
回
連
(
寿
古
町
)
7
万
円

EE揚~畳

ソフトボーjし(男子)

三浦.….υ.溝陸町 」園蹄田喧同開

鈴田.….υ.陰平下.岩松町 吉-t 'A，~叩叫A日?
』ム-通日剖副4 轟s詰 司、邑

大村.….い味.木木場蜘B.上久原 -， --;::寸V勺' ζPでミt3
西大村.….口ι.古古賀島町東.池田B き:， e 

竹松…大川田町A・竹松本町2:恥 昌三時a込 j

福重・・・皆同町

萱瀬・・・荒瀬町A

同盟・園田

。
一
般
寄
付

市
立
図
書
館
へ

V
労
働
金
庫
大
村
支
店
H
児
童
図

書
5
万
円
相
当

清
和
国
へ

V
親
奉
会
(
森
安
太
郎
・
中
島
松

一
・
末
長
辰
夫
・
松
尾
謙
)
理
容
奉

仕V
フ
ジ
イ
胃
腸
科
ク
リ
ニ

ッ
ク
H

小
型
ア
ン
プ
・
ア
ン
マ
機

V
宗
偏
流
お
茶
会
H
お
茶
点
前

大
村
子
供
の
家
へ

V
赤
水
清
春
(
本
町
)
1
万
円

大
村
パ
l
ル
ハ
イ
ム
へ

V
水
田
老
人
会
H
タ
オ
ル
ほ
か

三
彩
の
里
へ

V
花
王
販
売
側
佐
世
保
営
業
所
H

シ
ャ
ン
プ
ー
-
リ
ン
ス

/
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バレーボ-Jし(女子)
三浦・・・今村町

鈴田・・・陰平下・小川内町

大村…須田ノ木・赤佐古町

西大村・・・協和町・新城

竹松…鬼橋町・富の原1丁目

福重・・-沖田町

萱瀬・・・黒木町

※松原地区につきましては、

9月19日(日)に予選がありま

した。詳しくは、松原出張

所へお問い合わせください。
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カレジヲ富田10見
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妊婦教室(5) 中地区公民館 9:30~13:00 17日 当番医
⑮母子健康手帳、エプロン、みそ汁

(日)
(内-小)琴尾医院東三城町 U@2056 

成人の健康相談福祉センター 13:00~ 15:00 (外・内)佐藤外科医院杭出津2丁目 宮@3070

1日
@40歳以上⑮血圧測定・みそ汁の塩分濃度測定ほか 18.8 手L幼児健康相談竹松出張所

缶詰 1最6か月児健康診査市コミセン 伺)
⑧9:30~11:00 、 13:30~15:00 

⑧13:00~ 13:30 ⑮離乳食教室 10:30~ 15:00 

@平成4年3月生まれ(3 年 10月 ~4 年 2 月生ま

20響
手L幼児健康相談 萱瀬出張所②9:30~11:00 

れで、まだ受けていない人も受診してください)

⑮母子健康手帳、問診票、歯ブラシ
明日の親のための学級(3)

当番医
(榊 市コミセン 13:00~ 16:00 

3日
(骨-内)i幸田買腸科内科医院小路口本町 告@1507

3歳児健康診査大村保健所

(日) (外-内)原 医 院宮小路1丁目 2③8427 ⑧9:30~ 10:00 13:00~ 13:30 

21日
⑧平成 2 年 4 月生まれ(元年10月 ~2 年 3 月生ま

安産教室 ~ラマーズ法を練習しましょう~ れで、まだ受けていない人も受診してください)

4日 市コミセン 9:30~ 1 1: 00 ⑧9 :00~9 ・ 30 (刻 ⑧母子健康手帳、問診票

(月)
⑧母子健康手帳、ズボン 機能訓練根気の会 福祉センター 13:30~15:30 

一般健康相談市役所 13:OO~ 16:00 ⑮体験発表

⑪血圧測定-みそ汁の塩分濃度測定ほか 定期巡回献血市役所 9:30~12 :00 

5日 当番医24日
伏)
乳幼児健康相談 松原出張所②13:30~15:00 

(8) 
(内・小)松井医院久原2丁目 宮⑬6624

6 8 明日の親のための学級(1) (外.J[)山道医院桜馬場2丁目 2⑬2305 

句。 市コミセン 13:00~ 16:00 ことばの教室市コミセン 13:30~16:00 

10日 当番医
25日 ⑮母子健康手帳 ⑧ことばの発達など

(内)岡内科医院東三城町 ft@3000 (月) が気になる幼児
(8) (外・内)田崎医院古町1丁目 2⑬1234 ※初めての人は、環境衛生課へ電話で申し込んでください。

1 1日 当番医
27日 明日の親のための学級(4)

(内)早田内科医院竹松本町宮⑮3530 (栂 市コミセン 13:00~ 16:00 
(月・振休) (外)松尾外科医院東本町 宮⑫3331 288 機能訓練根気の会 福祉センター 13:30~15:30 

乳幼児健康相談市コミセン
(木) ⑮講演会

12日 幼児教室〈お口の健康と食生活〉市コミセン

ω ⑧9:30~ 11 :00 、 13:30~15:00 
⑮離乳食教室 10 :30~ 15:00 29日 ⑧9:30~9:45 @平成3年4月 ~5月生まれ

138 明日の親のための学級(2) 働
⑮母子健康手帳、問診票、歯ブラシ、タオル、コップ

(樹 市コミセン 13:00~ 16:00 
明日の親のための学級(5)

1歳6か月児健康診査
市コミセン 18:30~20:00 

14.8 当番医

(木)
市コミセン ⑧13:00~ 13:30 31日 (内)吉田内科ク リニック 本 町 ft(@1l77 
⑧⑧… 1日(封と同じ (日) 西大村本町 E自@⑫54836040 

158 成人の健康相談 福祉センター 13:00~15:00 
(整)松永整形外科医院

缶詰 @40歳以上⑮血圧測定・みそ汁の塩分濃度測定ほか 略号の説明 ⑧…対象 ⑧…受け付け ⑮…内容

16日
耳とことばの相談 福祉センター 13 ・ OO~15:00 

⑮…持ってくるもの

〈士4 当番医の診療時間 9:00~ 18:00 

毎
月
1
回
発
行

発
行
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/
大
村
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人口の動き

9月 1日現在

言十 7 6， 678 
(+ 3 1 2) 
3 6. 747 
(+ 2 0 0) 
3 9， 9 3 1 
(+ 1 1 2) 

2 4， 1 5 0 
(+ 8 2) 

男

女

人口

世帯数

)内は前月比

-3)-

10月の大村ポート (2 日 ~7 日・新鋭リーグ第四戦、 11 日 ~12 日・ダー

ピ一場外発売、 16 日 ~20 日・西スポ杯争奪戦、 29 日 ~11 月 1 日)
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